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○

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
四
十
二
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
（
抄
）

（
信
号
機
の
信
号
等
に
従
う
義
務
）

第
七
条

道
路
を
通
行
す
る
歩
行
者
又
は
車
両
等
は
、
信
号
機
の
表
示
す
る
信
号
又
は
警
察
官
等
の
手
信
号
等
（
前
条
第
一
項
後
段
の
場
合
に
お
い
て
は

、
当
該
手
信
号
等
）
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
罰
則

第
百
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
二
、
同
条
第
二
項
、
第
百
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
）

（
通
行
区
分
）

第
十
七
条

車
両
は
、
歩
道
又
は
路
側
帯
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
歩
道
等
」
と
い
う
。
）
と
車
道
の
区
別
の
あ
る
道
路
に
お
い
て
は
、
車
道
を
通
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
道
路
外
の
施
設
又
は
場
所
に
出
入
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
歩
道
等
を
横
断
す
る
と
き
、
又
は
第

四
十
七
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
歩
道
等
で
停
車
し
、
若
し
く
は
駐
車
す
る
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
歩
道
等
を
通
行
す
る

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
車
両
は
、
歩
道
等
に
入
る
直
前
で
一
時
停
止
し
、
か
つ
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

二
輪
又
は
三
輪
の
自
転
車
そ
の
他
車
体
の
大
き
さ
及
び
構
造
が
自
転
車
道
に
お
け
る
他
の
車
両
の
通
行
を
妨
げ
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
と
し
て
内
閣

府
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
車
両
（
こ
れ
ら
の
車
両
で
側
車
付
き
の
も
の
及
び
他
の
車
両
を
牽
引
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
車
両
は
、

け
ん

自
転
車
道
を
通
行
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
道
路
外
の
施
設
又
は
場
所
に
出
入
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
と
き
は
、
自
転
車
道
を
横
断
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

４

車
両
は
、
道
路
（
歩
道
等
と
車
道
の
区
別
の
あ
る
道
路
に
お
い
て
は
、
車
道
。
以
下
第
九
節
の
二
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
中
央
（
軌
道
が
道
路

の
側
端
に
寄
つ
て
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
当
該
道
路
の
軌
道
敷
を
除
い
た
部
分
の
中
央
と
し
、
道
路
標
識
等
に
よ
る
中
央
線
が
設
け
ら
れ

て
い
る
と
き
は
そ
の
中
央
線
の
設
け
ら
れ
た
道
路
の
部
分
を
中
央
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
左
の
部
分
（
以
下
「
左
側
部
分
」
と
い
う
。
）
を
通

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

（
略
）
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６

車
両
は
、
安
全
地
帯
又
は
道
路
標
識
等
に
よ
り
車
両
の
通
行
の
用
に
供
し
な
い
部
分
で
あ
る
こ
と
が
表
示
さ
れ
て
い
る
そ
の
他
の
道
路
の
部
分
に
入

つ
て
は
な
ら
な
い
。

（
罰
則

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
六
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
九
条
第
一
項
第
二
号
の
二

第
四
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
七
条
の
二
第
六
号

、
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
一
号
イ
、
第
百
十
九
条
第
一
項
第
二
号
の
二
）

（
車
両
通
行
帯
）

第
二
十
条

車
両
は
、
車
両
通
行
帯
の
設
け
ら
れ
た
道
路
に
お
い
て
は
、
道
路
の
左
側
端
か
ら
数
え
て
一
番
目
の
車
両
通
行
帯
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
自
動
車
（
小
型
特
殊
自
動
車
及
び
道
路
標
識
等
に
よ
つ
て
指
定
さ
れ
た
自
動
車
を
除
く
。
）
は
、
当
該
道
路
の
左
側
部
分
（
当
該
道

路
が
一
方
通
行
と
な
つ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
道
路
）
に
三
以
上
の
車
両
通
行
帯
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ

の
速
度
に
応
じ
、
そ
の
最
も
右
側
の
車
両
通
行
帯
以
外
の
車
両
通
行
帯
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

車
両
は
、
車
両
通
行
帯
の
設
け
ら
れ
た
道
路
に
お
い
て
、
道
路
標
識
等
に
よ
り
前
項
に
規
定
す
る
通
行
の
区
分
と
異
な
る
通
行
の
区
分
が
指
定
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、
当
該
通
行
の
区
分
に
従
い
、
当
該
車
両
通
行
帯
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

車
両
は
、
追
越
し
を
す
る
と
き
、
第
二
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
若
し
く
は
第
三
十
五
条
の
二
の

規
定
に
よ
り
道
路
の
左
側
端
、
中
央
若
し
く
は
右
側
端
に
寄
る
と
き
、
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
従
い
通
行
す
る
と
き
、
第
二
十
六
条
の
二
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
通
行
し
て
い
る
車
両
通
行
帯
を
そ
の
ま
ま
通
行
す
る
と
き
、
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
一
時
進
路
を
譲
る
と
き
、
又
は

道
路
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
き
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
追
越
し
を
す
る

と
き
は
、
そ
の
通
行
し
て
い
る
車
両
通
行
帯
の
直
近
の
右
側
の
車
両
通
行
帯
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
罰
則

第
百
二
十
条
第
一
項
第
三
号
、
同
条
第
二
項
）

（
路
線
バ
ス
等
優
先
通
行
帯
）

第
二
十
条
の
二

道
路
運
送
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
に
よ
る
同
法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
路
線

定
期
運
行
の
用
に
供
す
る
自
動
車
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
自
動
車
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
路
線
バ
ス
等
」
と
い
う
。
）
の
優
先
通
行
帯
で
あ
る

こ
と
が
道
路
標
識
等
に
よ
り
表
示
さ
れ
て
い
る
車
両
通
行
帯
が
設
け
ら
れ
て
い
る
道
路
に
お
い
て
は
、
自
動
車
（
路
線
バ
ス
等
を
除
く
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
路
線
バ
ス
等
が
後
方
か
ら
接
近
し
て
き
た
場
合
に
当
該
道
路
に
お
け
る
交
通
の
混
雑
の
た
め
当
該
車
両
通
行
帯
か
ら
出
る
こ
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と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
車
両
通
行
帯
を
通
行
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
当
該
車
両
通
行
帯
を
通
行
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
後

方
か
ら
路
線
バ
ス
等
が
接
近
し
て
き
た
と
き
は
、
そ
の
正
常
な
運
行
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
す
み
や
か
に
当
該
車
両
通
行
帯
の
外
に
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
法
律
の
他
の
規
定
に
よ
り
通
行
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
道
路
の
部
分
が
当
該
車
両
通
行
帯
で
あ
る
と
き
、
又
は

道
路
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

（
罰
則

第
一
項
に
つ
い
て
は
第
百
二
十
条
第
一
項
第
三
号
、
同
条
第
二
項
）

（
最
高
速
度
）

第
二
十
二
条

車
両
は
、
道
路
標
識
等
に
よ
り
そ
の
最
高
速
度
が
指
定
さ
れ
て
い
る
道
路
に
お
い
て
は
そ
の
最
高
速
度
を
、
そ
の
他
の
道
路
に
お
い
て
は

政
令
で
定
め
る
最
高
速
度
を
こ
え
る
速
度
で
進
行
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

（
罰
則

第
百
十
八
条
第
一
項
第
一
号
、
同
条
第
二
項
）

（
横
断
等
の
禁
止
）

第
二
十
五
条
の
二

車
両
は
、
歩
行
者
又
は
他
の
車
両
等
の
正
常
な
交
通
を
妨
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
道
路
外
の
施
設
若
し
く
は
場
所
に
出
入

す
る
た
め
の
左
折
若
し
く
は
右
折
を
し
、
横
断
し
、
転
回
し
、
又
は
後
退
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

車
両
は
、
道
路
標
識
等
に
よ
り
横
断
、
転
回
又
は
後
退
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
道
路
の
部
分
に
お
い
て
は
、
当
該
禁
止
さ
れ
た
行
為
を
し
て
は
な
ら
な

い
。（

罰
則

第
一
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
九
条
第
一
項
第
二
号
の
二

第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
二
十
条
第
一
項
第
四
号
、
同
条
第
二
項
）

（
踏
切
の
通
過
）

第
三
十
三
条

車
両
等
は
、
踏
切
を
通
過
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
踏
切
の
直
前
（
道
路
標
識
等
に
よ
る
停
止
線
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
停

止
線
の
直
前
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
停
止
し
、
か
つ
、
安
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
で
な
け
れ
ば
進
行
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
信
号
機
の
表
示
す
る
信
号
に
従
う
と
き
は
、
踏
切
の
直
前
で
停
止
し
な
い
で
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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２

車
両
等
は
、
踏
切
を
通
過
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
踏
切
の
遮
断
機
が
閉
じ
よ
う
と
し
、
若
し
く
は
閉
じ
て
い
る
間
又
は
踏
切
の
警
報
機
が

し
や

警
報
し
て
い
る
間
は
、
当
該
踏
切
に
入
つ
て
は
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

（
罰
則

第
一
項
及
び
第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
九
条
第
一
項
第
二
号
、
同
条
第
二
項
）

（
左
折
又
は
右
折
）

第
三
十
四
条

車
両
は
、
左
折
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
前
か
ら
で
き
る
限
り
道
路
の
左
側
端
に
寄
り
、
か
つ
、
で
き
る
限
り
道
路
の
左
側
端
に

沿
つ
て
（
道
路
標
識
等
に
よ
り
通
行
す
べ
き
部
分
が
指
定
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
指
定
さ
れ
た
部
分
を
通
行
し
て
）
徐
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
又
は
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
は
、
右
折
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
前
か
ら
で
き
る
限
り
道
路
の
中
央
に
寄
り
、
か
つ
、

交
差
点
の
中
心
の
直
近
の
内
側
（
道
路
標
識
等
に
よ
り
通
行
す
べ
き
部
分
が
指
定
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
指
定
さ
れ
た
部
分
）
を
徐
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

４

自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
又
は
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
は
、
一
方
通
行
と
な
つ
て
い
る
道
路
に
お
い
て
右
折
す
る
と
き
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
前
か
ら
で
き
る
限
り
道
路
の
右
側
端
に
寄
り
、
か
つ
、
交
差
点
の
中
心
の
内
側
（
道
路
標
識
等
に
よ
り
通
行
す
べ
き
部
分
が
指

定
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
指
定
さ
れ
た
部
分
）
を
徐
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
・
６

（
略
）

（
罰
則

第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
つ
い
て
は
第
百
二
十
一
条
第
一
項
第
五
号

第
六
項
に
つ
い
て
は
第
百
二
十
条
第
一
項
第
二
号
）

（
環
状
交
差
点
に
お
け
る
左
折
等
）

第
三
十
五
条
の
二

車
両
は
、
環
状
交
差
点
に
お
い
て
左
折
し
、
又
は
右
折
す
る
と
き
は
、
第
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
前
か
ら
で
き
る
限
り
道
路
の
左
側
端
に
寄
り
、
か
つ
、
で
き
る
限
り
環
状
交
差
点
の
側
端
に
沿
つ
て
（
道
路
標
識
等
に
よ
り
通

行
す
べ
き
部
分
が
指
定
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
指
定
さ
れ
た
部
分
を
通
行
し
て
）
徐
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

車
両
は
、
環
状
交
差
点
に
お
い
て
直
進
し
、
又
は
転
回
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
前
か
ら
で
き
る
限
り
道
路
の
左
側
端
に
寄
り
、
か
つ
、
で

き
る
限
り
環
状
交
差
点
の
側
端
に
沿
つ
て
（
道
路
標
識
等
に
よ
り
通
行
す
べ
き
部
分
が
指
定
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
指
定
さ
れ
た
部
分
を
通
行
し
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て
）
徐
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
罰
則

第
百
二
十
一
条
第
一
項
第
五
号
）

（
交
差
点
に
お
け
る
他
の
車
両
等
と
の
関
係
等
）

第
三
十
六
条

車
両
等
は
、
交
通
整
理
の
行
な
わ
れ
て
い
な
い
交
差
点
に
お
い
て
は
、
次
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
車
両
等
の
進
行
妨
害
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

車
両
で
あ
る
場
合

そ
の
通
行
し
て
い
る
道
路
と
交
差
す
る
道
路
（
以
下
「
交
差
道
路
」
と
い
う
。
）
を
左
方
か
ら
進
行
し
て
く
る
車
両
及
び
交

差
道
路
を
通
行
す
る
路
面
電
車

二

路
面
電
車
で
あ
る
場
合

交
差
道
路
を
左
方
か
ら
進
行
し
て
く
る
路
面
電
車

２

車
両
等
は
、
交
通
整
理
の
行
な
わ
れ
て
い
な
い
交
差
点
に
お
い
て
は
、
そ
の
通
行
し
て
い
る
道
路
が
優
先
道
路
（
道
路
標
識
等
に
よ
り
優
先
道
路
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
及
び
当
該
交
差
点
に
お
い
て
当
該
道
路
に
お
け
る
車
両
の
通
行
を
規
制
す
る
道
路
標
識
等
に
よ
る
中
央
線
又
は
車
両
通
行

帯
が
設
け
ら
れ
て
い
る
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
交
差
道
路
が
優
先
道
路
で
あ
る
と
き
、
又
は
そ
の
通
行
し
て
い
る
道
路

の
幅
員
よ
り
も
交
差
道
路
の
幅
員
が
明
ら
か
に
広
い
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
交
差
道
路
を
通
行
す
る
車
両
等
の
進
行
妨
害
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

車
両
等
（
優
先
道
路
を
通
行
し
て
い
る
車
両
等
を
除
く
。
）
は
、
交
通
整
理
の
行
な
わ
れ
て
い
な
い
交
差
点
に
入
ろ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
交

差
道
路
が
優
先
道
路
で
あ
る
と
き
、
又
は
そ
の
通
行
し
て
い
る
道
路
の
幅
員
よ
り
も
交
差
道
路
の
幅
員
が
明
ら
か
に
広
い
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
徐
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

車
両
等
は
、
交
差
点
に
入
ろ
う
と
し
、
及
び
交
差
点
内
を
通
行
す
る
と
き
は
、
当
該
交
差
点
の
状
況
に
応
じ
、
交
差
道
路
を
通
行
す
る
車
両
等
、
反

対
方
向
か
ら
進
行
し
て
き
て
右
折
す
る
車
両
等
及
び
当
該
交
差
点
又
は
そ
の
直
近
で
道
路
を
横
断
す
る
歩
行
者
に
特
に
注
意
し
、
か
つ
、
で
き
る
限
り

安
全
な
速
度
と
方
法
で
進
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
罰
則

第
一
項
に
つ
い
て
は
第
百
二
十
条
第
一
項
第
二
号

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
つ
い
て
は
第
百
十
九
条
第
一
項
第
二
号
の
二
）

第
三
十
七
条

車
両
等
は
、
交
差
点
で
右
折
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
交
差
点
に
お
い
て
直
進
し
、
又
は
左
折
し
よ
う
と
す
る
車
両
等
が
あ
る
と
き
は

、
当
該
車
両
等
の
進
行
妨
害
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
罰
則

第
百
二
十
条
第
一
項
第
二
号
）
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（
環
状
交
差
点
に
お
け
る
他
の
車
両
等
と
の
関
係
等
）

第
三
十
七
条
の
二

車
両
等
は
、
環
状
交
差
点
に
お
い
て
は
、
第
三
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
環
状
交
差

点
内
を
通
行
す
る
車
両
等
の
進
行
妨
害
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

車
両
等
は
、
環
状
交
差
点
に
入
ろ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
徐
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

車
両
等
は
、
環
状
交
差
点
に
入
ろ
う
と
し
、
及
び
環
状
交
差
点
内
を
通
行
す
る
と
き
は
、
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
環
状

交
差
点
の
状
況
に
応
じ
、
当
該
環
状
交
差
点
に
入
ろ
う
と
す
る
車
両
等
、
当
該
環
状
交
差
点
内
を
通
行
す
る
車
両
等
及
び
当
該
環
状
交
差
点
又
は
そ
の

直
近
で
道
路
を
横
断
す
る
歩
行
者
に
特
に
注
意
し
、
か
つ
、
で
き
る
限
り
安
全
な
速
度
と
方
法
で
進
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
罰
則

第
百
十
九
条
第
一
項
第
二
号
の
二
）

（
横
断
歩
道
等
に
お
け
る
歩
行
者
等
の
優
先
）

第
三
十
八
条

車
両
等
は
、
横
断
歩
道
又
は
自
転
車
横
断
帯
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
横
断
歩
道
等
」
と
い
う
。
）
に
接
近
す
る
場
合
に
は
、
当
該
横

断
歩
道
等
を
通
過
す
る
際
に
当
該
横
断
歩
道
等
に
よ
り
そ
の
進
路
の
前
方
を
横
断
し
よ
う
と
す
る
歩
行
者
又
は
自
転
車
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
歩

行
者
等
」
と
い
う
。
）
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
を
除
き
、
当
該
横
断
歩
道
等
の
直
前
（
道
路
標
識
等
に
よ
る
停
止
線
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
き

は
、
そ
の
停
止
線
の
直
前
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
速
度
で
進
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
横
断
歩
道
等
に
よ
り
そ
の
進
路
の
前
方
を
横
断
し
、
又
は
横
断
し
よ
う
と
す
る
歩
行
者
等
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
横
断
歩
道
等
の
直
前
で

一
時
停
止
し
、
か
つ
、
そ
の
通
行
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

車
両
等
は
、
横
断
歩
道
等
（
当
該
車
両
等
が
通
過
す
る
際
に
信
号
機
の
表
示
す
る
信
号
又
は
警
察
官
等
の
手
信
号
等
に
よ
り
当
該
横
断
歩
道
等
に
よ

る
歩
行
者
等
の
横
断
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
そ
の
手
前
の
直
前
で
停
止
し
て
い
る
車
両
等
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
当
該
停
止
し
て
い
る
車
両
等
の
側
方
を
通
過
し
て
そ
の
前
方
に
出
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
前
方
に
出
る
前
に
一
時
停
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

車
両
等
は
、
横
断
歩
道
等
及
び
そ
の
手
前
の
側
端
か
ら
前
に
三
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
道
路
の
部
分
に
お
い
て
は
、
第
三
十
条
第
三
号
の
規
定
に
該
当

す
る
場
合
の
ほ
か
、
そ
の
前
方
を
進
行
し
て
い
る
他
の
車
両
等
（
軽
車
両
を
除
く
。
）
の
側
方
を
通
過
し
て
そ
の
前
方
に
出
て
は
な
ら
な
い
。

（
罰
則

第
百
十
九
条
第
一
項
第
二
号
、
同
条
第
二
項
）
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（
横
断
歩
道
の
な
い
交
差
点
に
お
け
る
歩
行
者
の
優
先
）

第
三
十
八
条
の
二

車
両
等
は
、
交
差
点
又
は
そ
の
直
近
で
横
断
歩
道
の
設
け
ら
れ
て
い
な
い
場
所
に
お
い
て
歩
行
者
が
道
路
を
横
断
し
て
い
る
と
き
は

、
そ
の
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。

（
罰
則

第
百
十
九
条
第
一
項
第
二
号
の
二
）

（
乗
車
又
は
積
載
の
制
限
等
）

第
五
十
七
条

車
両
（
軽
車
両
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
十
八
条
の
二
か
ら
第
五
十
八
条
の
五
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
運
転
者
は
、
当
該
車

両
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
乗
車
人
員
又
は
積
載
物
の
重
量
、
大
き
さ
若
し
く
は
積
載
の
方
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
積
載
重
量
等
」
と
い
う
。

）
の
制
限
を
超
え
て
乗
車
を
さ
せ
、
又
は
積
載
を
し
て
車
両
を
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
五
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、

又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
貨
物
自
動
車
の
荷
台
に
乗
車
さ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
制
限
を
超
え
る
乗
車
を
さ
せ
て
運
転

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
安
全
運
転
の
義
務
）

第
七
十
条

車
両
等
の
運
転
者
は
、
当
該
車
両
等
の
ハ
ン
ド
ル
、
ブ
レ
ー
キ
そ
の
他
の
装
置
を
確
実
に
操
作
し
、
か
つ
、
道
路
、
交
通
及
び
当
該
車
両
等

の
状
況
に
応
じ
、
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
な
速
度
と
方
法
で
運
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
罰
則

第
百
十
七
条
の
二
第
六
号
、
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
一
号
チ
、
第
百
十
九
条
第
一
項
第
九
号
、
同
条
第
二
項
）

（
運
転
者
の
遵
守
事
項
）

第
七
十
一
条

車
両
等
の
運
転
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五
の
四

（
略
）

五
の
五

自
動
車
又
は
原
動
機
付
自
転
車
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
自
動
車
等
」
と
い
う
。
）
を
運
転
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
自
動
車
等
が
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停
止
し
て
い
る
と
き
を
除
き
、
携
帯
電
話
用
装
置
、
自
動
車
電
話
用
装
置
そ
の
他
の
無
線
通
話
装
置
（
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
手
で
保
持
し
な
け
れ

ば
送
信
及
び
受
信
の
い
ず
れ
を
も
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
限
る
。
第
百
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
二
に
お
い
て
「
無
線
通
話
装
置
」
と
い
う
。

）
を
通
話
（
傷
病
者
の
救
護
又
は
公
共
の
安
全
の
維
持
の
た
め
当
該
自
動
車
等
の
走
行
中
に
緊
急
や
む
を
得
ず
に
行
う
も
の
を
除
く
。
同
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
た
め
に
使
用
し
、
又
は
当
該
自
動
車
等
に
取
り
付
け
ら
れ
若
し
く
は
持
ち
込
ま
れ
た
画
像
表
示
用
装
置
（
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十

一
条
第
一
項
第
十
六
号
若
し
く
は
第
十
七
号
又
は
第
四
十
四
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
装
置
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
第
百
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の

二
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
表
示
さ
れ
た
画
像
を
注
視
し
な
い
こ
と
。

六

（
略
）

（
罰
則

第
一
号
、
第
四
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
五
号
の
三
、
第
五
号
の
四
及
び
第
六
号
に
つ
い
て
は
第
百
二
十
条
第
一
項
第
九
号

第
二
号
、

第
二
号
の
三
及
び
第
三
号
に
つ
い
て
は
第
百
十
九
条
第
一
項
第
九
号
の
二

第
五
号
の
五
に
つ
い
て
は
第
百
十
七
条
の
四
第
一
号
の
二
、
第
百
十
八

条
第
一
項
第
三
号
の
二
）

（
初
心
運
転
者
標
識
等
の
表
示
義
務
）

第
七
十
一
条
の
五

（
略
）

２

（
略
）

３

第
八
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
八
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
免
許

（
以
下
「
普
通
自
動
車
対
応
免
許
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
者
で
七
十
五
歳
以
上
の
も
の
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
普
通
自
動
車
の
前

面
及
び
後
面
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
の
標
識
を
付
け
な
い
で
普
通
自
動
車
を
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

（
略
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
重
被
牽
引
車
を
牽
引
す
る
牽
引
自
動
車
の
通
行
区
分
）

け
ん

け
ん

け
ん

第
七
十
五
条
の
八
の
二

牽
引
す
る
た
め
の
構
造
及
び
装
置
を
有
す
る
大
型
自
動
車
、
中
型
自
動
車
、
準
中
型
自
動
車
、
普
通
自
動
車
又
は
大
型
特
殊
自

け
ん

動
車
（
以
下
「
牽
引
自
動
車
」
と
い
う
。
）
で
重
被
牽
引
車
を
牽
引
し
て
い
る
も
の
が
車
両
通
行
帯
の
設
け
ら
れ
た
自
動
車
専
用
道
路
（
次
項
に
規
定

け
ん

け
ん

け
ん
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す
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
高
速
自
動
車
国
道
の
本
線
車
道
を
通
行
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
牽
引
自
動
車
の
通
行
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
条

け
ん

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
次
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２
～
４

（
略
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
第
一
種
免
許
）

第
八
十
五
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

大
型
免
許
を
受
け
た
者
で
、
二
十
一
歳
に
満
た
な
い
も
の
又
は
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
若
し
く
は
大
型
特
殊
免
許
の
い

ず
れ
か
を
受
け
て
い
た
期
間
（
当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を
除
く
。
）
が
通
算
し
て
三
年
に
達
し
な
い
も
の
は
、
第
二
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
政
令
で
定
め
る
大
型
自
動
車
、
中
型
自
動
車
又
は
準
中
型
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

６

中
型
免
許
を
受
け
た
者
（
大
型
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
を
除
く
。
）
で
、
二
十
一
歳
に
満
た
な
い
も
の
又
は
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型

免
許
、
普
通
免
許
若
し
く
は
大
型
特
殊
免
許
の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
た
期
間
（
当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を
除
く
。
）
が
通
算
し

て
三
年
に
達
し
な
い
も
の
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
令
で
定
め
る
中
型
自
動
車
又
は
準
中
型
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

７
～

（
略
）

10第
一
種
免
許
を
受
け
た
者
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
牽
引
自
動
車
に
よ
つ
て
重
被

け
ん

11
牽
引
車
を
牽
引
し
て
当
該
牽
引
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
け
る
当
該
重
被
牽
引
車
が
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
自

け
ん

け
ん

け
ん

け
ん

動
車
（
以
下
「
旅
客
自
動
車
」
と
い
う
。
）
又
は
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
重
被
牽
引
車
（
以
下
「
旅
客
用
車
両
」
と
い
う
。
）
で
あ

け
ん

る
と
き
は
、
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
旅
客
を
運
送
す
る
目
的
で
、
当
該
旅
客
自
動
車
を
運
転
し

、
又
は
牽
引
自
動
車
に
よ
つ
て
当
該
旅
客
用
車
両
を
牽
引
し
て
当
該
牽
引
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

け
ん

け
ん

け
ん

（
略
）

12

（
罰
則

（
略
）
）
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（
免
許
の
欠
格
事
由
）

第
八
十
八
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
第
一
種
免
許
又
は
第
二
種
免
許
を
与
え
な
い
。

一

大
型
免
許
に
あ
つ
て
は
二
十
一
歳
（
政
令
で
定
め
る
者
に
あ
つ
て
は
、
十
九
歳
）
に
、
中
型
免
許
に
あ
つ
て
は
二
十
歳
（
政
令
で
定
め
る
者
に
あ

つ
て
は
、
十
九
歳
）
に
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
特
殊
免
許
、
大
型
二
輪
免
許
及
び
牽
引
免
許
に
あ
つ
て
は
十
八
歳
に
、
普
通
二
輪
免
許

け
ん

、
小
型
特
殊
免
許
及
び
原
付
免
許
に
あ
つ
て
は
十
六
歳
に
、
そ
れ
ぞ
れ
満
た
な
い
者

二
～
四

（
略
）

２

大
型
仮
免
許
に
あ
つ
て
は
二
十
一
歳
（
政
令
で
定
め
る
者
に
あ
つ
て
は
、
十
九
歳
）
に
、
中
型
仮
免
許
に
あ
つ
て
は
二
十
歳
（
政
令
で
定
め
る
者
に

あ
つ
て
は
、
十
九
歳
）
に
、
準
中
型
仮
免
許
及
び
普
通
仮
免
許
に
あ
つ
て
は
十
八
歳
に
、
そ
れ
ぞ
れ
満
た
な
い
者
に
対
し
て
は
、
仮
免
許
を
与
え
な
い
。

３

（
略
）

（
免
許
の
拒
否
等
）

第
九
十
条

公
安
委
員
会
は
、
前
条
第
一
項
の
運
転
免
許
試
験
に
合
格
し
た
者
（
当
該
運
転
免
許
試
験
に
係
る
適
性
試
験
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
、

第
一
種
免
許
又
は
第
二
種
免
許
に
あ
つ
て
は
一
年
を
、
仮
免
許
に
あ
つ
て
は
三
月
を
経
過
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）
に
対
し
、
免
許
を
与
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
免
許
（
仮
免
許
を
除
く
。
以
下
こ
の

項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
与
え
ず
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
免
許
を
保
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
六

（
略
）

七

第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
、
又
は
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者

２
～

（
略
）

14
（
申
請
に
よ
る
免
許
の
条
件
の
付
与
等
）

第
九
十
一
条
の
二

免
許
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に
対
し
、
免
許
に
、
そ
の
者
が
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動

車
等
の
種
類
を
限
定
す
る
条
件
そ
の
他
の
条
件
で
あ
つ
て
、
交
通
事
故
を
防
止
し
、
若
し
く
は
交
通
事
故
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
に
資
す
る
も

の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を
付
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
受
け
た
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
申
請
に
係
る
免
許
に
条
件
を
付
し
、
又
は
当
該
申
請
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に
係
る
免
許
に
付
さ
れ
て
い
る
条
件
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

３

公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
条
件
の
変
更
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
請
を
し
た
者

に
対
し
、
当
該
変
更
を
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
審
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

（
略
）

（
罰
則

第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
九
条
第
一
項
第
十
五
号
）

（
受
験
資
格
）

第
九
十
六
条

（
略
）

２

大
型
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
政
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
は
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
又
は
大
型
特
殊

免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
免
許
の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
た
期
間
（
当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を

除
く
。
）
が
通
算
し
て
三
年
（
政
令
で
定
め
る
教
習
を
修
了
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
一
年
）
以
上
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

中
型
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
政
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
は
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
又
は
大
型
特
殊
免
許
を
現
に

受
け
て
い
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
免
許
の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
た
期
間
（
当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を
除
く
。
）
が

通
算
し
て
二
年
（
政
令
で
定
め
る
教
習
を
修
了
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
一
年
）
以
上
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

（
略
）

５

第
二
種
免
許
の
運
転
免
許
試
験
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な
け
れ
ば
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

牽
引
第
二
種
免
許
以
外
の
第
二
種
免
許
の
運
転
免
許
試
験
に
つ
い
て
は
、
二
十
一
歳
（
政
令
で
定
め
る
教
習
を
修
了
し
た
者
（
第
百
四
条
の
二
の

け
ん

四
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
例
取
得
免
許
の
取
消
し
を
受
け
た
者
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
十
九
歳
）

以
上
の
者
で
、
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
又
は
大
型
特
殊
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
免

許
の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
た
期
間
（
当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を
除
く
。
）
が
通
算
し
て
三
年
（
政
令
で
定
め
る
経
験
を
有
す

る
も
の
に
あ
つ
て
は
二
年
、
政
令
で
定
め
る
教
習
を
修
了
し
た
も
の
に
あ
つ
て
は
一
年
）
以
上
の
も
の

二

牽
引
第
二
種
免
許
の
運
転
免
許
試
験
に
つ
い
て
は
、
二
十
一
歳
（
政
令
で
定
め
る
教
習
を
修
了
し
た
者
（
第
百
四
条
の
二
の
四
第
一
項
又
は
第
二

け
ん

項
の
規
定
に
よ
り
特
例
取
得
免
許
の
取
消
し
を
受
け
た
者
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
十
九
歳
）
以
上
の
者
で
、
大
型

免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
又
は
大
型
特
殊
免
許
及
び
牽
引
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
免
許
の

け
ん
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い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
た
期
間
（
当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を
除
く
。
）
が
通
算
し
て
三
年
（
政
令
で
定
め
る
経
験
を
有
す
る
も

の
に
あ
つ
て
は
二
年
、
政
令
で
定
め
る
教
習
を
修
了
し
た
も
の
に
あ
つ
て
は
一
年
）
以
上
の
も
の

三

（
略
）

６

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
前
項
各
号
に
規
定
す
る
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
は
、
第
九
十
条
第
五
項
、
第
百
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四

項
、
第
百
三
条
の
二
第
一
項
、
第
百
四
条
の
二
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
る
者
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

（
運
転
免
許
試
験
の
方
法
）

第
九
十
七
条

運
転
免
許
試
験
は
、
免
許
の
種
類
ご
と
に
次
の
各
号
（
小
型
特
殊
免
許
及
び
原
付
免
許
の
運
転
免
許
試
験
に
あ
つ
て
は
第
一
号
及
び
第
三

号
、
牽
引
免
許
の
運
転
免
許
試
験
に
あ
つ
て
は
第
一
号
及
び
第
二
号
）
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
。

け
ん

一

（
略
）

二

自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
技
能

三

自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
知
識

２
～
４

（
略
）

（
運
転
免
許
試
験
の
免
除
）

第
九
十
七
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
運
転
免
許
試
験
を
免
除
す
る
。

一
・
二

（
略
）

三

第
百
一
条
第
一
項
の
免
許
証
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
な
か
つ
た
者
（
政
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
で
、
そ
の
者
の
免
許
が
第
百
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
効
力
を
失
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
（
海
外
旅
行
、
災
害
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
、
そ
の
期
間
内

に
運
転
免
許
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
効
力
を
失
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い
場
合
に
限
り
、

当
該
事
情
が
や
ん
だ
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
）
を
経
過
し
な
い
も
の
（
以
下
「
特
定
失
効
者
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ

れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
検
査
及
び
講
習
又
は
教
育
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
受
け
た
も
の

そ
の
者
が
受
け
て
い
た
免
許
に
係
る
運
転
免

許
試
験
（
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
も
の
を
除
く
。
）
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イ

第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
日
に
お
け
る
年
齢
が
七
十
五
歳
以
上
の
者
（
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
で
あ
つ
て
大
型
自
動
車
、
中
型
自
動
車
、
準
中
型
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
百
一
条
の
四
に
お
い
て
「
普
通

自
動
車
等
」
と
い
う
。
）
の
運
転
に
関
す
る
こ
の
法
律
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
並
び
に
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
並
び
に

重
大
違
反
唆
し
等
及
び
道
路
外
致
死
傷
に
係
る
法
律
の
規
定
の
遵
守
の
状
況
を
勘
案
し
て
普
通
自
動
車
等
を
運
転
す
る
こ
と
が
道
路
に
お
け
る
交

通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
限
り
、
同
日
前
一
年
以
内
に
第
百
二
条
第
一
項
か

ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
診
断
書
（
同
項
に
規
定
す
る
診
断
書
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
を
診
断
し
た
も
の
に
限
る
。
ロ
及
び
ハ
並
び
に
第
百
一
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
提
出
し
た
者
そ
の
他
公
安
委
員
会
が
内
閣
府

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
介
護
保
険
法
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
認
知
機
能
（
以
下
単
に
「
認
知
機
能
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る

検
査
（
以
下
「
認
知
機
能
検
査
」
と
い
う
。
）
又
は
第
百
八
条
の
三
十
二
の
三
第
一
項
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
同
項
の
認
定
を
受

け
た
同
項
の
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
（
以
下
「
認
知
機
能
検
査
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
者

を
除
く
。
）

認
知
機
能
検
査
等
、
公
安
委
員
会
が
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
普
通
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
技
能
に

関
す
る
検
査
（
同
号
ロ
及
び
第
百
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
四
に
お
い
て
「
運
転
技
能
検
査
」
と
い
う
。
）
又
は
第
百
八
条
の
三
十
二
の
三
第
一

項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
同
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
の
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
（
以
下
「
運
転
技
能
検
査
等
」
と
い
う
。
）

及
び
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習
（
同
号
に
掲
げ
る
講
習
と
同
等
の
効
果
が
あ
る
講
習

の
基
準
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
第
百
八
条
の
三
十

二
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
の
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
課
程
（
同
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
ロ
か

ら
ニ
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）

ロ

第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
日
に
お
け
る
年
齢
が
七
十
五
歳
以
上
の
者
（
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
で
あ
つ
て
イ
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
及
び
同
日
前
一
年
以
内
に
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ

り
診
断
書
を
提
出
し
た
者
そ
の
他
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
る
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）

認
知
機
能
検
査

等
及
び
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習
又
は
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
の
認
定
を

受
け
た
同
項
の
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
課
程

ハ

第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
日
に
お
け
る
年
齢
が
七
十
五
歳
以
上
の
者
（
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
で
あ
つ
て
イ
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
し
、
か
つ
、
同
日
前
一
年
以
内
に
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
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診
断
書
を
提
出
し
た
者
そ
の
他
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
る
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

運
転

技
能
検
査
等
及
び
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習
又
は
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項

の
認
定
を
受
け
た
同
項
の
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
課
程

ニ

第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
日
に
お
け
る
年
齢
が
七
十
歳
以
上
の
者
（
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。

）

第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習
又
は
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受

け
た
同
項
の
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
課
程

ホ

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
講
習
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習
（
同
号
に
掲

げ
る
講
習
と
同
等
の
効
果
が
あ
る
講
習
の
基
準
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
第
百
八
条
の

三
十
二
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
の
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
課
程
（
同
項
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。

）

四

（
略
）

五

第
百
三
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
（
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

を
受
け
た
者
（
当
該
取
消
し
を
受
け
た
日
前
の
直
近
に
お
い
て
し
た
第
八
十
九
条
第
一
項
、
第
百
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
百
一
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
質
問
票
の
提
出
又
は
第
百
一
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
第
百
十
七
条
の
四
第
二
号
の
違
反
行
為
を
し
た
者
そ
の
他
政
令
で

定
め
る
者
を
除
く
。
）
で
、
そ
の
者
の
免
許
が
取
り
消
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い
も
の
（
以
下
「
特
定
取
消
処
分
者
」
と
い
う
。

）
の
う
ち
、
第
三
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
検
査
及
び
講
習
又
は
教
育
を
内
閣
府
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
受
け
た
も
の

そ
の
者
が
受
け
て
い
た
免
許
に
係
る
運
転
免
許
試
験
（
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
も
の

を
除
く
。
）

２

公
安
委
員
会
は
、
前
項
第
三
号
又
は
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
運
転
技
能
検
査
等
を
受
け
た
者
で
当
該
運
転
技
能
検
査
等
の
結
果
が
普
通
自
動
車
等
を

運
転
す
る
こ
と
が
支
障
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項

第
三
号
又
は
第
五
号
に
定
め
る
運
転
免
許
試
験
を
免
除
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３

（
略
）

４

第
一
項
及
び
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
当
該
免
許
に
係
る
自

動
車
等
を
運
転
す
る
こ
と
が
支
障
が
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
運
転
免
許
試
験
の
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
免
許
証
の
更
新
の
特
例
）

第
百
一
条
の
二

海
外
旅
行
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
更
新
期
間
内
に
適
性
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
予
想
さ
れ

る
者
は
、
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に
当
該
更
新
期
間
前
に
お
け
る
免
許
証
の
更
新
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
当
該
公
安
委
員
会
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
の
特
例
更
新
申
請
書
（
次
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
票
の
交
付
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当

該
特
例
更
新
申
請
書
及
び
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
当
該
質
問
票
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
５

（
略
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
義
務
）

第
百
一
条
の
三

免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
（
前
条
第
一
項
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の

者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
又
は
経
由
地
公
安
委
員
会
。
次
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
う
第
百
八
条
の
二
第
一

項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
（
第
百
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の

更
新
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
申
請
を
す
る
日
。
次
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
前
六
月
以
内
に
同
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
を
受
け
た
者
そ
の
他
の
同
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
講
習
を
受
け
る
必
要
が
な
い
も
の
と

し
て
政
令
で
定
め
る
者
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

（
七
十
歳
以
上
の
者
の
特
例
）

第
百
一
条
の
四

免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
け
る
年
齢
が
七
十
歳
以
上
の
も
の
は
、
更
新
期
間
が
満
了
す

る
日
前
六
月
以
内
に
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
が
行
つ
た
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
講
習
を
受
け
る
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
け
る
年
齢
が
七
十
五
歳
以
上
の
も
の
は
、

更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
前
六
月
以
内
に
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
診
断
書
を
提
出
し
た
場
合
そ
の
他
認
知
機
能
検
査
等
を
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受
け
る
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該
期
間
内
に
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
又
は
第
百
八
条
の

三
十
二
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
同
項
の
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
を
行
う
者
が
行
つ
た
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
け
る
年
齢
が
七
十
五
歳
以
上
の
も
の
（

普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
普
通
自
動
車
等
の
運
転
に
関
す
る
こ
の
法
律
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
並
び

に
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
並
び
に
重
大
違
反
唆
し
等
及
び
道
路
外
致
死
傷
に
係
る
法
律
の
規
定
の
遵
守
の
状
況
を
勘
案
し
て
普
通
自
動
車
等

を
運
転
す
る
こ
と
が
道
路
に
お
け
る
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、

更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
前
六
月
以
内
に
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
又
は
第
百
八
条
の
三
十
二
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
同
項

の
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
を
行
う
者
が
行
つ
た
運
転
技
能
検
査
等
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
運
転
技
能
検
査
等
を
受
け
た
者
で
当
該
運
転
技
能
検
査
等
の
結
果
が
普
通
自
動
車
等
を
運
転
す
る
こ
と
が
支

障
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
、
第
百
一
条
第
六
項
又
は
第
百
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
免
許
証
の
更
新
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

５

（
略
）

（
臨
時
適
性
検
査
等
）

第
百
二
条

公
安
委
員
会
は
、
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
又
は
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た
者
で
当
該
認
知
機
能
検
査
等

の
結
果
が
認
知
症
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
準
該
当
者

」
と
い
う
。
）
が
第
八
十
九
条
第
一
項
の
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
当
該
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た
日
以
後
に
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
を
除
き
、
そ
の
者
が
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
き
、
臨
時
に
適

性
検
査
を
行
い
、
又
は
そ
の
者
に
対
し
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
医
師
の
診
断
書
を
提
出
す
べ
き
旨

を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

一

こ
の
条
（
第
五
項
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
適
性
検
査
（
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
の

二
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
疑
い
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
た
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
、
又
は
こ
の
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
診
断

書
（
同
項
に
規
定
す
る
診
断
書
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
同
号
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
診
断
し
た
も
の
に
限
る
。
）
を
提
出
し
た
と
き
。

二

認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
、
基
準
該
当
者
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
と
き
。
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２

公
安
委
員
会
は
、
第
百
一
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た
者
が
基
準
該
当
者
に
該
当
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
次
の
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
を
除
き
、
そ
の
者
が
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
か
ど
う
か
に
つ
き
、
臨
時
に
適
性

検
査
を
行
い
、
又
は
そ
の
者
に
対
し
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
医
師
の
診
断
書
を
提
出
す
べ
き
旨
を

命
ず
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た
日
以
後
に
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
。

二

次
項
の
規
定
に
よ
る
適
性
検
査
を
受
け
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
診
断
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
き
。

３

公
安
委
員
会
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た
者
が
基
準
該
当
者
に
該
当
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
当
該
認
知
機
能
検

査
等
を
受
け
た
日
以
後
に
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
を
除
き
、
そ
の
者
が
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
す

る
こ
と
と
な
つ
た
か
ど
う
か
に
つ
き
、
臨
時
に
適
性
検
査
を
行
い
、
又
は
そ
の
者
に
対
し
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
内
閣
府
令
で
定
め
る

要
件
を
満
た
す
医
師
の
診
断
書
を
提
出
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
安
委
員
会
は
、
運
転
免
許
試
験
に
合
格
し
た
者
が
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
で
あ
り
、
又
は
免
許
を
受
け
た
者
が
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
疑
う
理
由

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
運
転
免
許
試
験
に
合
格
し
た
者
又
は
免
許
を
受
け
た
者
に
つ
き
、
臨
時
に
適
性
検
査
を
行
い
、
又
は
そ
の
者
に
対
し
公
安
委
員

会
が
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
医
師
の
診
断
書
を
提
出
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
公
安
委
員
会
は
、
第
八
十
九
条
第
一
項
、
第
百
一
条
第
一
項
又
は
第
百
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
質
問
票
の
記
載
内
容
、
第
百

一
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
内
容
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

５

第
一
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
安
委
員
会
は
、
道
路
に
お
け
る
危
険
を
防
止
し
、
そ
の
他
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図
る
た
め
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
免
許
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
、
臨
時
に
適
性
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

６
～
８

（
略
）

（
基
準
該
当
若
年
運
転
者
の
受
講
義
務
）

第
百
二
条
の
三

特
例
取
得
免
許
（
第
八
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
十
九
歳
か
ら
大
型
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
該
当
し
て
受
け

た
大
型
免
許
若
し
く
は
十
九
歳
か
ら
中
型
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
該
当
し
て
受
け
た
中
型
免
許
又
は
第
九
十
六
条
第
五
項
第
一
号
若
し
く

は
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
十
九
歳
か
ら
第
二
種
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
該
当
し
て
受
け
た
第
二
種
免
許
を
い
い
、
政
令
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で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を
現
に
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
特
例
取
得
免
許
を
最
初
に
受
け
た
日
か
ら
二
十
一
歳
に
達
す
る
ま
で
の

間
（
特
例
取
得
免
許
を
受
け
て
い
な
い
期
間
及
び
二
十
歳
に
達
し
た
日
以
後
特
例
取
得
免
許
の
う
ち
中
型
免
許
の
み
を
受
け
て
い
る
期
間
を
除
く
。
以

下
「
若
年
運
転
者
期
間
」
と
い
う
。
）
に
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に

基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為
を
し
、
当
該
行
為
が
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
も
の
（
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四
号
に
掲

げ
る
講
習
を
終
了
し
た
後
若
年
運
転
者
期
間
が
経
過
す
る
こ
と
と
な
る
ま
で
の
間
に
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ

く
命
令
の
規
定
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為
を
し
、
当
該
行
為
が
第
百
四
条
の
二
の
四
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に

該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
者
を
除
く
。
以
下
「
基
準
該
当
若
年
運
転
者
」
と
い
う
。
）
が
、
第
百
八
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き

は
、
当
該
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
た
期
間
（
講
習
を
受
け
な
い
こ
と
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
者
に
あ
つ

て
は
、
当
該
期
間
か
ら
当
該
事
情
の
存
す
る
期
間
を
除
い
た
期
間
）
が
通
算
し
て
一
月
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
ま
で
の
間
に
同
号
に
掲
げ
る
講
習
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
免
許
の
取
消
し
、
停
止
等
）

第
百
三
条

免
許
（
仮
免
許
を
除
く
。
以
下
第
百
六
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と

き
は
、
そ
の
者
が
当
該
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
時
に
お
け
る
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る

基
準
に
従
い
、
そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
免
許
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し

、
第
五
号
に
該
当
す
る
者
が
第
百
二
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
処
分
は
、
そ
の
者
が
同
条
に
規
定
す
る
講
習
を
受
け

な
い
で
同
条
の
期
間
を
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

次
に
掲
げ
る
病
気
に
か
か
つ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。

イ

幻
覚
の
症
状
を
伴
う
精
神
病
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の

ロ

発
作
に
よ
り
意
識
障
害
又
は
運
動
障
害
を
も
た
ら
す
病
気
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の

ハ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
自
動
車
等
の
安
全
な
運
転
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
病
気
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

一
の
二

認
知
症
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。

二

目
が
見
え
な
い
こ
と
そ
の
他
自
動
車
等
の
安
全
な
運
転
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
身
体
の
障
害
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
が
生
じ
て
い

る
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。
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三

ア
ル
コ
ー
ル
、
麻
薬
、
大
麻
、
あ
へ
ん
又
は
覚
醒
剤
の
中
毒
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。

四

第
六
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

五

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
（
次

項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
。

六

重
大
違
反
唆
し
等
を
し
た
と
き
。

七

道
路
外
致
死
傷
を
し
た
と
き
（
次
項
第
五
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
。

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
免
許
を
受
け
た
者
が
自
動
車
等
を
運
転
す
る
こ
と
が
著
し
く
道
路
に
お
け
る
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
。

２

免
許
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
当
該
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た

時
に
お
け
る
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
は
、
そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

自
動
車
等
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
、
又
は
建
造
物
を
損
壊
さ
せ
る
行
為
で
故
意
に
よ
る
も
の
を
し
た
と
き
。

二

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の
罪
に
当
た
る
行

為
を
し
た
と
き
。

三

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号
、
第
三
号
又
は
第
六
号
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
（
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

を
除
く
。
）
。

四

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
第
百
十
七
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
。

五

道
路
外
致
死
傷
で
故
意
に
よ
る
も
の
又
は
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の

罪
に
当
た
る
も
の
を
し
た
と
き
。

３

（
略
）

４

前
項
の
処
分
移
送
通
知
書
が
当
該
公
安
委
員
会
に
送
付
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
公
安
委
員
会
は
、
そ
の
者
が
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
（
同
項
第
五
号
に
該
当
す
る
者
が
第
百
二
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
が
同
条
に
規
定
す
る
講
習
を
受
け
な
い

で
同
条
の
期
間
を
経
過
し
た
後
に
限
る
。
）
に
は
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
期
間
を
定
め
て
免
許
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
者
が
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
処
分
移
送
通
知
書
を
送
付
し
た
公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
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ず
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
、
そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消
し
、
又
は
免
許
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

５
～

（
略
）

10
（
意
見
の
聴
取
）

第
百
四
条

公
安
委
員
会
は
、
第
百
三
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
取
り
消
し
、
若
し
く
は
免
許
の
効
力
を
九
十
日
（
公
安
委
員
会
が
九
十

日
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
こ
れ
と
異
な
る
期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
上
停
止
し
よ
う
と
す
る

と
き
、
第
百
三
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
取
り
消
そ
う
と
す
る
と
き
、
又
は
同
条
第
三
項
（
同
条
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
処
分
移
送
通
知
書
（
同
条
第
一
項
第
五
号
又
は
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
の
送
付
を
受
け
た
と
き
は
、
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
公
安
委
員
会
は
、
意
見

の
聴
取
の
期
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
、
当
該
処
分
に
係
る
者
に
対
し
、
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
理
由
並
び
に
意
見
の
聴
取
の
期
日
及
び
場
所
を
通
知
し

、
か
つ
、
意
見
の
聴
取
の
期
日
及
び
場
所
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
当
該
処
分
に
係
る
者
又
は
そ
の
代
理
人
は
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
、
か
つ
、
有
利
な
証
拠
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

３

意
見
の
聴
取
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
公
安
委
員
会
は
、
道
路
交
通
に
関
す
る
事
項
に
関
し
専
門
的
知
識
を
有
す

る
参
考
人
又
は
当
該
事
案
の
関
係
人
の
出
頭
を
求
め
、
こ
れ
ら
の
者
か
ら
そ
の
意
見
又
は
事
情
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

４
・
５

（
略
）

（
再
試
験
に
係
る
取
消
し
）

第
百
四
条
の
二
の
二

再
試
験
を
行
つ
た
公
安
委
員
会
は
、
再
試
験
の
結
果
、
再
試
験
を
受
け
た
者
が
当
該
免
許
に
係
る
免
許
自
動
車
等
を
安
全
に
運
転

す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
現
に
有
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
当
該
免
許
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

再
試
験
の
通
知
を
受
け
た
者
が
第
百
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
て
再
試
験
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る

公
安
委
員
会
は
、
そ
の
者
の
当
該
免
許
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

４

前
項
の
処
分
移
送
通
知
書
の
送
付
を
受
け
た
公
安
委
員
会
は
、
そ
の
者
が
第
百
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
再
試
験
を
受
け
な
い
と
認
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め
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
当
該
免
許
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
処
分
移
送
通
知
書
を
送
付
し
た
公
安
委
員
会
は
、
第

二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
者
の
当
該
免
許
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

５

（
略
）

６

第
百
四
条
（
第
三
項
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
取
り
消
す
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

７

（
略
）

（
臨
時
適
性
検
査
に
係
る
取
消
し
等
）

第
百
四
条
の
二
の
三

（
略
）

２

（
略
）

３

第
百
一
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
（
免
許
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
同
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通
知
に
係
る

認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
（
免
許
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
同
条
第
六
項
の

規
定
に
違
反
し
て
当
該
通
知
に
係
る
講
習
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
、
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
（
免

許
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
当
該
命
令
に
違
反
し
た
と
認
め
る
と
き
（
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
効
力
の
停
止
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は

、
当
該
停
止
の
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
間
に
命
令
に
応
じ
な
い
と
認
め
る
と
き
）
又
は
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
（
免
許
を
受

け
た
者
に
限
る
。
）
が
同
条
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通
知
に
係
る
適
性
検
査
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
（
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
免

許
の
効
力
の
停
止
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
停
止
の
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
間
に
適
性
検
査
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
）
は
、
第
百
一
条

の
七
第
三
項
若
し
く
は
第
六
項
に
規
定
す
る
期
間
が
通
算
し
て
一
月
と
な
る
日
、
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
期
限
の
満
了
の
日

又
は
同
条
第
七
項
の
通
知
さ
れ
た
期
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ
の
者
の
免
許
を

取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
免
許
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け

な
い
こ
と
、
当
該
講
習
を
受
け
な
い
こ
と
、
当
該
命
令
に
応
じ
な
い
こ
と
又
は
当
該
適
性
検
査
を
受
け
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ

る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

（
略
）

５

第
百
三
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
九
項
の
規
定
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
取
り
消
し
、
又
は
免
許
の
効
力
を
九
十
日
（
公
安
委
員
会
が

九
十
日
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
こ
れ
と
異
な
る
期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
。
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
上
停
止
し
よ
う
と
す
る
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場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
第
百
四
条
第
一
項
の
意
見
の
聴
取
又
は
聴
聞
」
と
あ
る
の
は
「
聴
聞
」
と
、
同

条
第
四
項
中
「
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
（
同
項
第
五
号
に
該
当
す
る
者
が
第
百
二
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
と

き
は
、
そ
の
者
が
同
条
に
規
定
す
る
講
習
を
受
け
な
い
で
同
条
の
期
間
を
経
過
し
た
後
に
限
る
。
）
に
は
、
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
一
条
の
七
第

三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通
知
に
係
る
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通
知
に
係
る
講

習
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
、
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
認
め
る
と
き
又
は
同
条
第
七
項
の
規
定
に

違
反
し
て
当
該
通
知
に
係
る
適
性
検
査
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
第
百
四
条
の
二
の
三
第
三
項
」
と
、
「
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し

、
そ
の
者
が
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
」
と
あ
る
の
は
「
停
止
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
」
と
、
「
第
一
項
又
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
、
同
条
第
九
項
中
「
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
四
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
三
項
又
は
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６
～
８

（
略
）

（
若
年
運
転
者
期
間
に
係
る
取
消
し
）

第
百
四
条
の
二
の
四

第
百
八
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
が
第
百
二
条
の
三
の
規
定
に
違
反
し
て
講
習
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き

は
、
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
は
、
そ
の
者
が
受
け
て
い
る
特
例
取
得
免
許
（
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の

法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為
を
し
、
当
該
行
為
が
同
条
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る

こ
と
と
な
つ
た
時
点
に
お
い
て
二
十
歳
に
達
し
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
中
型
免
許
を
除
く
。
）
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
講
習
を
終
了
し
た
者
が
当
該
講
習
を
終
了
し
た
後
若
年
運
転
者
期
間
が
経
過
す
る
こ
と
と
な
る
ま
で
の

間
に
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為
を
し

、
当
該
行
為
が
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
は
、
そ
の
者
が
受
け
て
い
る

特
例
取
得
免
許
（
当
該
行
為
が
当
該
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
時
点
に
お
い
て
二
十
歳
に
達
し
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
中
型
免
許
を
除
く
。

）
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

４

前
項
の
処
分
移
送
通
知
書
の
送
付
を
受
け
た
公
安
委
員
会
は
、
第
百
八
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
が
第
百
二
条
の
三
の
規
定
に

違
反
し
て
講
習
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
又
は
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
講
習
を
終
了
し
た
者
が
当
該
講
習
を
終
了
し
た
後
若
年
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運
転
者
期
間
が
経
過
す
る
こ
と
と
な
る
ま
で
の
間
に
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
若
し
く
は
こ
の

法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為
を
し
、
当
該
行
為
が
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
者
が

受
け
て
い
る
特
例
取
得
免
許
（
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
時
点
に
お
い
て
二
十
歳
に
達
し
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
中
型
免
許
を
除
く
。
）
を

取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
処
分
移
送
通
知
書
を
送
付
し
た
公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
者
の
特
例
取
得
免
許
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

５

（
略
）

６

第
百
四
条
の
規
定
は
、
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
例
取
得
免
許
を
取
り
消
す
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
項

又
は
第
四
項
（
第
百
八
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
が
第
百
二
条
の
三
の
規
定
に
違
反
し
て
講
習
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
特
例
取
得
免
許
を
取
り
消
す
場
合
に
お
い
て
は
、
第
百
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
準
用
し
な
い
。

７

（
略
）

（
申
請
に
よ
る
取
消
し
）

第
百
四
条
の
四

免
許
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に
免
許
の
取
消
し
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
者
は
、
第
八
十
九
条
第
一
項
及
び
第
九
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
併
せ
て
、
当
該
免
許
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
は
他

の
種
類
の
免
許
（
取
消
し
に
係
る
免
許
の
種
類
ご
と
に
政
令
で
定
め
る
種
類
の
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
た
い
旨
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
受
け
た
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
申
請
に
係
る
免
許
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

３
・
４

（
略
）

５

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
者
（
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公

安
委
員
会
に
対
し
、
当
該
取
消
し
を
受
け
た
日
前
五
年
間
の
自
動
車
等
の
運
転
に
関
す
る
経
歴
に
つ
い
て
、
第
九
十
二
条
の
二
第
一
項
の
表
の
上
欄
に

規
定
す
る
優
良
運
転
者
、
一
般
運
転
者
又
は
違
反
運
転
者
等
の
区
分
に
準
じ
た
区
分
に
よ
り
表
示
す
る
書
面
（
次
項
及
び
第
百
六
条
に
お
い
て
「
運
転

経
歴
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
・
７

（
略
）

（
免
許
の
失
効
）
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第
百
五
条

免
許
は
、
免
許
を
受
け
た
者
が
免
許
証
の
更
新
を
受
け
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

２

前
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
免
許
証
の
更
新
を
受
け
な
か
つ
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
五
項
中
「

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
受
け
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
免
許
証
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
い
て
第
九
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
免

許
の
取
消
し
の
基
準
に
該
当
す
る
者
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
者
」
と
、
「
当
該
取
消
し
を
受
け
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
免
許
証
に
係
る
免
許
が

失
効
し
た
日
」
と
、
「
次
項
」
と
あ
る
の
は
「
以
下
こ
の
条
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
前
各
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
二
項
」
と
、
「
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
免
許
の
取
消
し
」
と
あ
る
の
は
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
国
際
運
転
免
許
証
又
は
外
国
運
転
免
許
証
を
所
持
す
る
者
の
自
動
車
等
の
運
転
）

第
百
七
条
の
二

道
路
交
通
に
関
す
る
条
約
（
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
第
一
項
の
運
転
免
許
証
（
第
百
七
条
の
七
第
一
項
の
国
外
運
転

免
許
証
を
除
く
。
）
で
条
約
附
属
書
九
若
し
く
は
条
約
附
属
書
十
に
定
め
る
様
式
に
合
致
し
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
際
運
転
免
許
証
」

と
い
う
。
）
又
は
自
動
車
等
の
運
転
に
関
す
る
本
邦
の
域
外
に
あ
る
国
若
し
く
は
地
域
（
国
際
運
転
免
許
証
を
発
給
し
て
い
な
い
国
又
は
地
域
で
あ
つ

て
、
道
路
に
お
け
る
危
険
を
防
止
し
、
そ
の
他
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図
る
上
で
我
が
国
と
同
等
の
水
準
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
運
転
免
許
の
制
度
を

有
し
て
い
る
国
又
は
地
域
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
の
行
政
庁
若
し
く
は
権
限
の
あ
る
機
関
の
免
許
に
係
る
運
転
免
許
証
（
日
本
語
に

よ
る
翻
訳
文
で
政
令
で
定
め
る
者
が
作
成
し
た
も
の
が
添
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
外
国
運
転
免
許
証
」
と
い
う
。
）

を
所
持
す
る
者
（
第
八
十
八
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
は
、
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
本
邦
に
上
陸
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者
が
出
入
国
管
理

及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
国
の
確
認
、
同
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
再
入
国
の
許
可
（
同
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
（
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特

例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
二
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
入
国
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
六
十
一
条

の
二
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
難
民
旅
行
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
出
国
し
、
当
該
出
国
の
日
か
ら
三
月
に
満
た
な
い
期
間
内
に
再
び
本
邦
に
上

陸
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
上
陸
を
除
く
。
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
間
、
当
該
国
際
運
転

免
許
証
又
は
外
国
運
転
免
許
証
（
以
下
「
国
際
運
転
免
許
証
等
」
と
い
う
。
）
で
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
自
動
車
等
を
運
転
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
旅
客
を
運
送
す
る
目
的
で
、
旅
客
自
動
車
を
運
転
し
若
し
く
は
牽
引
自
動
車
に
よ
つ
て

け
ん
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旅
客
用
車
両
を
牽
引
し
て
当
該
牽
引
自
動
車
を
運
転
す
る
場
合
、
又
は
代
行
運
転
普
通
自
動
車
を
運
転
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

け
ん

け
ん

（
免
許
関
係
事
務
の
委
託
）

第
百
八
条

公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
免
許
に
関
す
る
事
務
（
免
許
の
拒
否
及
び
保
留
、
免
許
の
条
件
の

付
与
及
び
変
更
、
運
転
免
許
試
験
及
び
適
性
検
査
の
結
果
の
判
定
並
び
に
免
許
の
取
消
し
及
び
効
力
の
停
止
に
係
る
事
務
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
事

務
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
「
免
許
関
係
事
務
」
と
い
う
。
）
の
全
部
又
は
一
部
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
法
人
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

（
罰
則

第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
七
条
の
四
第
一
号
）

（
講
習
）

第
百
八
条
の
二

公
安
委
員
会
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
講
習
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
～
十
一

（
略
）

十
二

更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
け
る
年
齢
が
七
十
歳
以
上
の
者
、
第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
日
に
お
け
る

年
齢
が
七
十
歳
以
上
の
特
定
失
効
者
若
し
く
は
特
定
取
消
処
分
者
又
は
第
百
一
条
の
七
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
に
、
加
齢
に
伴
つ

て
生
ず
る
そ
の
者
の
身
体
の
機
能
の
低
下
が
自
動
車
等
の
運
転
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
た
め
の
講
習

十
三

（
略
）

十
四

基
準
該
当
若
年
運
転
者
（
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。
）
に
対
す
る
特
例
取
得
免
許
に
係
る
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
講
習

十
五

（
略
）

２

公
安
委
員
会
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
車
両
の
運
転
に
関
す
る
技
能
及
び
知
識
の
向
上
を
図
る
た
め
車
両
の
運
転
者
に
対
す
る
講
習

を
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

（
若
年
運
転
者
講
習
の
手
続
）

第
百
八
条
の
三
の
三

公
安
委
員
会
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
基
準
該
当
若
年
運
転
者
に
対
し
、
そ
の
者
が
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
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こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為
を
し
、
当
該
行
為
が
第
百
二
条
の
三

の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
後
速
や
か
に
、
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
講
習
（
以
下
「
若
年
運
転
者
講
習
」

と
い
う
。
）
を
行
う
旨
を
書
面
で
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
認
定
）

第
百
八
条
の
三
十
二
の
二

免
許
（
仮
免
許
を
除
く
。
）
を
現
に
受
け
て
い
る
者
又
は
特
定
失
効
者
若
し
く
は
特
定
取
消
処
分
者
に
対
し
そ
の
運
転
技
能

を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
道
路
交
通
に
関
す
る
知
識
を
深
め
さ
せ
る
た
め
の
教
育
（
以
下
「
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
」
と
い
う
。
）
を
、
自
動
車
教

習
所
で
あ
る
施
設
そ
の
他
の
施
設
を
用
い
て
行
う
者
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
そ
の
課
程
の
区
分
ご
と
に
、
当
該
施
設
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
公
安
委
員
会
に
申
請
し
て
、
当
該
施
設
に
お
い
て
当
該
課
程
に
よ
り
行
う
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る

旨
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

教
習
指
導
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者
そ
の
他
の
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
を
効
果
的
か
つ
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
国
家
公

安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

第
九
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
た
設
備
そ
の
他
の
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
を
効
果
的
か
つ
適
切
に
行
う
た
め
の

設
備
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
設
備
を
用
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

当
該
課
程
が
、
交
通
安
全
教
育
指
針
に
従
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
講
習
と
同
等
の
効
果
が
あ
る
課
程
の
基
準
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準

ロ

第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
と
同
等
の
効
果
が
あ
る
課
程
の
基
準
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準

ハ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
運
転
技
能
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
道
路
交
通
に
関
す
る
知
識
を
深
め
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
課
程
の
基
準

と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準

２
～
６

（
略
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
免
許
等
に
関
す
る
手
数
料
）

第
百
十
二
条

都
道
府
県
は
、
第
六
章
（
第
百
四
条
の
四
第
六
項
（
第
百
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）
及
び
第
六
章
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の
二
の
規
定
に
よ
り
公
安
委
員
会
が
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
務
に
係
る
手
数
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
手
数
料
の
種
別
ご
と
に
政
令
で
定
め
る
区
分
に
応
じ
て
、
物
件
費
及
び
施
設
費
に
対
応
す
る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る
額
に
人

件
費
に
対
応
す
る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る
額
を
標
準
と
す
る
額
を
加
え
た
額
を
徴
収
す
る
こ
と
を
標
準
と
し
て
条
例
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五
の
二

（
略
）

五
の
三

認
知
機
能
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

認
知
機
能
検
査
手
数
料

五
の
四

運
転
技
能
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

運
転
技
能
検
査
手
数
料

六

第
九
十
一
条
又
は
第
九
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
等
の
種
類
を
限
定
さ
れ
た
者
で
、
そ
の
限
定
の
全

部
又
は
一
部
の
解
除
を
受
け
る
た
め
、
公
安
委
員
会
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の

審
査
手
数
料

七
～
十
一

（
略
）

十
二

第
百
八
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

講
習
手
数
料

十
三

初
心
運
転
者
講
習
、
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
講
習
又
は
若
年
運
転
者
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

通
知
手
数
料

２

（
略
）

○

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
四
十
二
号
）
（
抄
）

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
・
二

（
略
）
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○

道
路
交
通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
号
）
（
抄
）

（
緊
急
自
動
車
）

第
十
三
条

法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
自
動
車
は
、
次
に
掲
げ
る
自
動
車
で
、
そ
の
自
動
車
を
使
用
す
る
者
の
申
請
に
基
づ
き
公
安
委
員

会
が
指
定
し
た
も
の
（
第
一
号
又
は
第
一
号
の
二
に
掲
げ
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
そ
の
自
動
車
を
使
用
す
る
者
が
公
安
委
員
会
に
届
け
出
た
も
の
）
と

す
る
。

一

消
防
機
関
そ
の
他
の
者
が
消
防
の
た
め
の
出
動
に
使
用
す
る
消
防
用
自
動
車
の
う
ち
、
消
防
の
た
め
に
必
要
な
特
別
の
構
造
又
は
装
置
を
有
す
る

も
の

一
の
二

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
、
新
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
又
は
医
療
機
関
が
傷
病
者
の
緊
急
搬
送
の
た
め
に
使

用
す
る
救
急
用
自
動
車
の
う
ち
、
傷
病
者
の
緊
急
搬
送
の
た
め
に
必
要
な
特
別
の
構
造
又
は
装
置
を
有
す
る
も
の

一
の
三

消
防
機
関
が
消
防
の
た
め
の
出
動
に
使
用
す
る
消
防
用
自
動
車
（
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

一
の
四

都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
傷
病
者
の
応
急
手
当
（
当
該
傷
病
者
が
緊
急
搬
送
に
よ
り
医
師
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
ま
で
の
間
緊
急
や
む
を
得

な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
た
め
の
出
動
に
使
用
す
る
大
型
自
動
二
輪
車
又
は
普
通
自
動
二
輪
車

一
の
五

医
療
機
関
が
、
傷
病
者
の
緊
急
搬
送
を
し
よ
う
と
す
る
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
要
請
を
受
け
て
、
当
該
傷
病
者
が
医
療
機
関
に
緊
急
搬
送

を
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
応
急
の
治
療
を
行
う
医
師
を
当
該
傷
病
者
の
所
在
す
る
場
所
に
ま
で
運
搬
す
る
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車

一
の
六

医
療
機
関
（
重
度
の
傷
病
者
で
そ
の
居
宅
に
お
い
て
療
養
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
い
つ
で
も
必
要
な
往
診
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を

確
保
し
て
い
る
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
、
当
該
傷
病
者
に
つ
い
て
必
要
な
緊
急
の
往
診
を

行
う
医
師
を
当
該
傷
病
者
の
居
宅
に
ま
で
搬
送
す
る
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車

一
の
七

警
察
用
自
動
車
（
警
察
庁
又
は
都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
使
用
す
る
自
動
車
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
、
犯
罪
の
捜
査
、
交
通
の
取

締
り
そ
の
他
の
警
察
の
責
務
の
遂
行
の
た
め
使
用
す
る
も
の

二

自
衛
隊
用
自
動
車
（
自
衛
隊
に
お
い
て
使
用
す
る
自
動
車
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
、
部
内
の
秩
序
維
持
又
は
自
衛
隊
の
行
動
若
し
く
は
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自
衛
隊
の
部
隊
の
運
用
の
た
め
使
用
す
る
も
の

三

検
察
庁
に
お
い
て
使
用
す
る
自
動
車
の
う
ち
、
犯
罪
の
捜
査
の
た
め
使
用
す
る
も
の

四

刑
務
所
そ
の
他
の
矯
正
施
設
に
お
い
て
使
用
す
る
自
動
車
の
う
ち
、
逃
走
者
の
逮
捕
若
し
く
は
連
戻
し
又
は
被
収
容
者
の
警
備
の
た
め
使
用
す
る

も
の

五

入
国
者
収
容
所
又
は
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
に
お
い
て
使
用
す
る
自
動
車
の
う
ち
、
容
疑
者
の
収
容
又
は
被
収
容
者
の
警
備
の
た
め
使
用
す
る

も
の

六

電
気
事
業
、
ガ
ス
事
業
そ
の
他
の
公
益
事
業
に
お
い
て
、
危
険
防
止
の
た
め
の
応
急
作
業
に
使
用
す
る
自
動
車

七

水
防
機
関
が
水
防
の
た
め
の
出
動
に
使
用
す
る
自
動
車

八

輸
血
に
用
い
る
血
液
製
剤
を
販
売
す
る
者
が
輸
血
に
用
い
る
血
液
製
剤
の
応
急
運
搬
の
た
め
使
用
す
る
自
動
車

八
の
二

医
療
機
関
が
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
百
四
号
）
の
規
定
に
よ
り
死
体
（
脳
死
し
た
者
の
身
体
を
含
む
。
）
か
ら
摘

出
さ
れ
た
臓
器
、
同
法
の
規
定
に
よ
り
臓
器
の
摘
出
を
し
よ
う
と
す
る
医
師
又
は
そ
の
摘
出
に
必
要
な
器
材
の
応
急
運
搬
の
た
め
使
用
す
る
自
動
車

九

道
路
の
管
理
者
が
使
用
す
る
自
動
車
の
う
ち
、
道
路
に
お
け
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、

若
し
く
は
制
限
す
る
た
め
の
応
急
措
置
又
は
障
害
物
を
排
除
す
る
た
め
の
応
急
作
業
に
使
用
す
る
も
の

十

総
合
通
信
局
又
は
沖
縄
総
合
通
信
事
務
所
に
お
い
て
使
用
す
る
自
動
車
の
う
ち
、
不
法
に
開
設
さ
れ
た
無
線
局
（
電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
百
三
十
一
号
）
第
百
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
無
線
設
備
に
よ
る
無
線
通
信
を
妨
害
す
る
電
波
を
発
射
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
の
探
査

の
た
め
の
出
動
に
使
用
す
る
も
の

十
一

交
通
事
故
調
査
分
析
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
使
用
す
る
自
動
車
の
う
ち
、
事
故
例
調
査
（
交
通
事
故
が
あ
つ
た
場
合
に
直
ち
に
現
場
に
お
い
て
行

う
必
要
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
た
め
の
出
動
に
使
用
す
る
も
の

十
二

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
、
国
立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
又
は
原

子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
原
子
力
事
業
者
が
、
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
原

子
力
災
害
の
発
生
又
は
拡
大
の
防
止
を
図
る
た
め
の
応
急
の
対
策
と
し
て
実
施
す
る
放
射
線
量
の
測
定
、
傷
病
者
の
搬
送
、
施
設
若
し
く
は
設
備
の



- 30 -

整
備
、
点
検
若
し
く
は
復
旧
又
は
放
射
線
に
よ
る
人
体
の
障
害
を
防
止
す
る
た
め
の
医
薬
品
の
運
搬
の
た
め
使
用
す
る
自
動
車
（
第
一
号
の
二
又
は

第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

２

（
略
）

（
自
動
車
の
乗
車
又
は
積
載
の
制
限
）

第
二
十
二
条

自
動
車
の
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
乗
車
人
員
又
は
積
載
物
の
重
量
、
大
き
さ
若
し
く
は
積
載
の
方
法
の
制
限
は
、
次
の

各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
・
二

（
略
）

三

積
載
物
の
長
さ
、
幅
又
は
高
さ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
長
さ
、
幅
又
は
高
さ
を
超
え
な
い
こ
と
。

イ

長
さ

自
動
車
の
長
さ
に
そ
の
長
さ
の
十
分
の
一
の
長
さ
を
加
え
た
も
の
（
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
普
通
自
動
二
輪
車
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
乗

車
装
置
又
は
積
載
装
置
の
長
さ
に
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
を
加
え
た
も
の
）

ロ

幅

自
動
車
の
幅
（
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
普
通
自
動
二
輪
車
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
乗
車
装
置
又
は
積
載
装
置
の
幅
に
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
を
加

え
た
も
の
）

ハ

高
さ

三
・
八
メ
ー
ト
ル
（
大
型
自
動
二
輪
車
、
普
通
自
動
二
輪
車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車
に
あ
つ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
、
三
輪
の
普
通
自
動
車

並
び
に
そ
の
他
の
普
通
自
動
車
で
車
体
及
び
原
動
機
の
大
き
さ
を
基
準
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
あ
つ
て
は
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
そ
の

他
の
自
動
車
で
公
安
委
員
会
が
道
路
又
は
交
通
の
状
況
に
よ
り
支
障
が
な
い
と
認
め
て
定
め
る
も
の
に
あ
つ
て
は
三
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
四
・
一

メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
公
安
委
員
会
が
定
め
る
高
さ
）
か
ら
そ
の
自
動
車
の
積
載
を
す
る
場
所
の
高
さ
を
減
じ
た
も
の

四

積
載
物
は
、
次
に
掲
げ
る
制
限
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
よ
う
な
方
法
で
積
載
し
な
い
こ
と
。

イ

自
動
車
の
車
体
の
前
後
か
ら
自
動
車
の
長
さ
の
十
分
の
一
の
長
さ
（
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
普
通
自
動
二
輪
車
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
乗
車
装
置

又
は
積
載
装
置
の
前
後
か
ら
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
て
は
み
出
さ
な
い
こ
と
。

ロ

自
動
車
の
車
体
の
左
右
か
ら
は
み
出
さ
な
い
こ
と
（
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
普
通
自
動
二
輪
車
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
乗
車
装
置
又
は
積
載
装
置

の
左
右
か
ら
〇
・
一
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
は
み
出
さ
な
い
こ
と
。
）
。
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（
同
乗
の
禁
止
の
対
象
と
な
ら
な
い
自
動
車
）

第
二
十
六
条
の
二

法
第
六
十
四
条
第
三
項
及
び
第
六
十
五
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
自
動
車
は
、
次
に
掲
げ
る
自
動
車
と
す
る
。

一

道
路
運
送
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
用
に
供
す
る
自
動
車
で
当
該
業
務
に
従
事
中
の
も
の

二

（
略
）

（
大
型
免
許
を
受
け
た
二
十
一
歳
に
満
た
な
い
者
等
が
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
大
型
自
動
車
、
中
型
自
動
車
又
は
準
中
型
自
動
車
）

第
三
十
二
条
の
二

法
第
八
十
五
条
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
大
型
自
動
車
は
、
自
衛
隊
用
自
動
車
で
自
衛
官
が
運
転
す
る
も
の
以
外
の
大
型
自
動
車
と

す
る
。

２

法
第
八
十
五
条
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
中
型
自
動
車
は
、
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
動
車
で
当
該
緊
急
用
務
の
た
め
運
転
す
る
も
の
（
自

衛
隊
用
自
動
車
で
自
衛
官
が
運
転
す
る
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
中
型
自
動
車
（
二
十
歳
に
満
た
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、

自
衛
隊
用
自
動
車
で
自
衛
官
が
運
転
す
る
も
の
以
外
の
中
型
自
動
車
）
と
す
る
。

３

法
第
八
十
五
条
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
準
中
型
自
動
車
は
、
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
動
車
で
当
該
緊
急
用
務
の
た
め
運
転
す
る
も
の
に

該
当
す
る
準
中
型
自
動
車
と
す
る
。

（
中
型
免
許
を
受
け
た
二
十
一
歳
に
満
た
な
い
者
等
が
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
中
型
自
動
車
又
は
準
中
型
自
動
車
）

第
三
十
二
条
の
三

法
第
八
十
五
条
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
中
型
自
動
車
は
、
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
動
車
で
当
該
緊
急
用
務
の
た
め
運
転

す
る
も
の
（
緊
急
用
務
の
た
め
の
中
型
自
動
車
の
運
転
に
関
し
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
公
安
委
員
会
が
行
う
審
査
に
合
格
し
た
者
が
運
転

す
る
も
の
及
び
自
衛
隊
用
自
動
車
で
自
衛
官
が
運
転
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
該
当
す
る
中
型
自
動
車
（
二
十
歳
に
満
た
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
自
衛

隊
用
自
動
車
で
自
衛
官
が
運
転
す
る
も
の
以
外
の
中
型
自
動
車
）
と
す
る
。

２

法
第
八
十
五
条
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
準
中
型
自
動
車
は
、
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
動
車
で
当
該
緊
急
用
務
の
た
め
運
転
す
る
も
の
（

緊
急
用
務
の
た
め
の
準
中
型
自
動
車
の
運
転
に
関
し
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
公
安
委
員
会
が
行
う
審
査
に
合
格
し
た
者
が
運
転
す
る
も
の

及
び
自
衛
隊
用
自
動
車
で
自
衛
官
が
運
転
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
該
当
す
る
準
中
型
自
動
車
と
す
る
。

（
準
中
型
免
許
を
受
け
た
二
十
一
歳
に
満
た
な
い
者
等
が
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
準
中
型
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車
）
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第
三
十
二
条
の
三
の
二

法
第
八
十
五
条
第
七
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
準
中
型
自
動
車
は
、
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
準
中
型
自
動
車
と
す
る
。

２

（
略
）

（
十
九
歳
で
大
型
自
動
車
免
許
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
）

第
三
十
二
条
の
七

法
第
八
十
八
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
自
衛
官
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
二

法
第
九
十
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
の
同
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は

、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

運
転
免
許
試
験
（
以
下
「
試
験
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
た
者
（
他
免
許
等
既
得
者
（
当
該
試
験
に
係
る
免
許
以
外
の
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る

者
及
び
国
際
運
転
免
許
証
等
を
現
に
所
持
し
て
い
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
お
い
て
同

じ
。
）
が
一
般
違
反
行
為
（
自
動
車
又
は
原
動
機
付
自
転
車
（
以
下
「
自
動
車
等
」
と
い
う
。
）
の
運
転
に
関
し
法
若
し
く
は
法
に
基
づ
く
命
令
の

規
定
又
は
法
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為
で
別
表
第
二
の
一
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
た
者
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
免
許
を
与
え
な
い
も
の
と
す
る
。

イ

当
該
一
般
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
一
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
点
数
に

該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
一
般
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ロ

当
該
一
般
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
一
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
点
数
に

該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
一
般
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
四
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ハ

当
該
一
般
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
一
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
点
数
に

該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
一
般
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ニ

当
該
一
般
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
一
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
五
欄
に
掲
げ
る
点
数
に

該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
一
般
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ホ

当
該
一
般
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
一
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
六
欄
に
掲
げ
る
点
数
に
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該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
一
般
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

二

試
験
に
合
格
し
た
者
が
法
第
九
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
拒
否
、
同
条
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
若
し
く

は
法
第
百
三
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
又
は
法
第
百
七
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
若
し

く
は
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
六
月
を
超
え
る
期
間
の
自
動
車
等
の
運
転
の
禁
止
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
者
（
法
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
七
号
、
法
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は
法
第
百
七
条
の
五

第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
こ
れ
ら
の
処
分
を
受
け
た
者
を
除
く
。
以
下
「
免
許
取
消
歴
等
保
有
者
」
と
い
う
。
）
で
、
法
第

九
十
条
第
九
項
若
し
く
は
第
十
項
若
し
く
は
法
第
百
三
条
第
七
項
若
し
く
は
第
八
項
の
規
定
若
し
く
は
法
第
百
七
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
若
し
く
は
定
め
ら
れ
た
期
間
内
又
は
こ
れ
に
引
き
続
く
五
年
の
期
間
内
に
一
般
違
反
行
為
を
し
、
か
つ
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
免
許
を
与
え
な
い
も
の
と
す
る
。

イ

当
該
一
般
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
一
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
、
第
三
欄
又
は
第

四
欄
に
掲
げ
る
点
数
に
該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
一
般
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ロ

当
該
一
般
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
一
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
五
欄
に
掲
げ
る
点
数
に

該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
一
般
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
四
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ハ

当
該
一
般
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
一
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
六
欄
に
掲
げ
る
点
数
に

該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
一
般
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

三

試
験
に
合
格
し
た
者
が
一
般
違
反
行
為
を
し
た
者
で
、
当
該
一
般
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
一
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分

に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
七
欄
に
掲
げ
る
点
数
に
該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
一
般
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い

な
い
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
免
許
を
保
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

四

試
験
に
合
格
し
た
者
が
重
大
違
反
唆
し
等
（
法
第
九
十
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
重
大
違
反
唆
し
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
道
路
外

致
死
傷
（
同
項
第
六
号
に
規
定
す
る
道
路
外
致
死
傷
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
同
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
し
た
者
で

、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
免
許
を
与
え
な
い
も
の
と
す
る
。
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イ

当
該
行
為
が
別
表
第
四
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ロ

当
該
行
為
が
別
表
第
四
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ハ

当
該
行
為
が
別
表
第
四
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

五

試
験
に
合
格
し
た
者
が
免
許
取
消
歴
等
保
有
者
で
、
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
内
に
重
大
違
反
唆
し
等
又
は
道
路
外
致
死
傷
で
法
第
九
十
条
第
二

項
第
五
号
に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
し
、
か
つ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
免
許
を
与
え
な
い
も
の
と
す
る
。

イ

当
該
行
為
が
別
表
第
四
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ロ

当
該
行
為
が
別
表
第
四
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
四
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ハ

当
該
行
為
が
別
表
第
四
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

六

試
験
に
合
格
し
た
者
が
重
大
違
反
唆
し
等
又
は
道
路
外
致
死
傷
で
法
第
九
十
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
し
た
者
で
、
当

該
行
為
が
別
表
第
四
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
は

、
免
許
を
保
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

七
・
八

（
略
）

２

法
第
九
十
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
の
同
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

試
験
に
合
格
し
た
者
（
他
免
許
等
既
得
者
を
除
く
。
次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
特
定
違
反
行
為
（
別
表
第
二
の
二
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
行
為
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
た
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

は
、
免
許
を
与
え
な
い
も
の
と
す
る
。

イ

当
該
特
定
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
二
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
点
数
に

該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
特
定
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ロ

当
該
特
定
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
二
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
点
数
に

該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
特
定
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
九
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ハ

当
該
特
定
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
二
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
点
数
に
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該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
特
定
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
八
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ニ

当
該
特
定
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
二
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
五
欄
に
掲
げ
る
点
数
に

該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
特
定
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
七
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ホ

当
該
特
定
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
二
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
六
欄
に
掲
げ
る
点
数
に

該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
特
定
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ヘ

当
該
特
定
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
二
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
七
欄
に
掲
げ
る
点
数
に

該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
特
定
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ト

当
該
特
定
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
二
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
八
欄
に
掲
げ
る
点
数
に

該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
特
定
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
四
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

チ

当
該
特
定
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
二
の
表
前
歴
が
な
い
者
の
項
の
第
九
欄
に
掲
げ
る
点
数
に
該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当

該
特
定
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

二

試
験
に
合
格
し
た
者
が
免
許
取
消
歴
等
保
有
者
で
、
前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
内
に
特
定
違
反
行
為
を
し
、
か
つ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
免
許
を
与
え
な
い
も
の
と
す
る
。

イ

当
該
特
定
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
二
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
、
第
三
欄
又
は
第

四
欄
に
掲
げ
る
点
数
に
該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
特
定
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ロ

当
該
特
定
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
二
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
五
欄
に
掲
げ
る
点
数
に

該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
特
定
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
九
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ハ

当
該
特
定
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
二
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
六
欄
に
掲
げ
る
点
数
に

該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
特
定
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
八
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ニ

当
該
特
定
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
二
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
七
欄
に
掲
げ
る
点
数
に

該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
特
定
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
七
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
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ホ

当
該
特
定
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
二
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
八
欄
に
掲
げ
る
点
数
に

該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
特
定
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ヘ

当
該
特
定
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
二
の
表
前
歴
が
な
い
者
の
項
の
第
九
欄
に
掲
げ
る
点
数
に
該
当
し
て
お
り
、
か
つ
、
当

該
特
定
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

三

試
験
に
合
格
し
た
者
が
法
第
九
十
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
行
為
を
し
た
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
（
次
号
に

該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
免
許
を
与
え
な
い
も
の
と
す
る
。

イ

当
該
行
為
が
別
表
第
五
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
八
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ロ

当
該
行
為
が
別
表
第
五
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
七
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ハ

当
該
行
為
が
別
表
第
五
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ニ

当
該
行
為
が
別
表
第
五
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

四

試
験
に
合
格
し
た
者
が
免
許
取
消
歴
等
保
有
者
で
、
前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
内
に
法
第
九
十
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
行
為
を
し
、

か
つ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
免
許
を
与
え
な
い
も
の
と
す
る
。

イ

当
該
行
為
が
別
表
第
五
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ロ

当
該
行
為
が
別
表
第
五
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
九
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ハ

当
該
行
為
が
別
表
第
五
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
八
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ニ

当
該
行
為
が
別
表
第
五
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
七
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

五

（
略
）

３

前
二
項
に
規
定
す
る
累
積
点
数
と
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
行
お
う
と
す
る
処
分
の
理
由
と
な
る
違
反
行
為
（
一
般
違
反
行
為
及
び
特
定
違
反
行

為
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
当
該
違
反
行
為
を
し
た
日
を
起
算
日
と
す
る
過
去
三
年
以
内
に
お
け
る
そ
の
他
の
違
反
行
為
（
当
該
違
反
行
為
を
し

た
時
に
お
い
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
た
者
に
係
る
当
該
各
号
に
掲
げ
る
違
反
行
為
を
除
く
。
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
別
表
第
二
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
付
し
た
点
数
の
合
計
を
い
う
。
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一

免
許
を
受
け
て
い
た
期
間
（
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
第
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
通
算
し
て
一

年
と
な
つ
た
こ
と
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
期
間
の
初
日
に
当
た
る
日
か
ら
末
日
に
当
た
る
日
ま
で
の
間
に
違
反
行
為
を
し
た
こ
と
が
な
い
者

当
該

期
間
前
の
違
反
行
為

二

違
反
行
為
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
法
第
百
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
又
は
法
第
百
七
条
の
五
第
一
項
の

規
定
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
六
月
を
超
え
る
期
間
の
自
動
車
等
の
運
転
の
禁
止
の
処
分
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
か
つ
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
又
は
法
第
百
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
違
反

行
為
を
し
た
こ
と
が
な
い
者

当
該
処
分
を
受
け
る
前
の
違
反
行
為

三

違
反
行
為
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
法
第
百
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
効
力
の
停
止
又
は
法
第
百
七
条
の
五
第
一

項
の
規
定
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
期
間
の
自
動
車
等
の
運
転

の
禁
止
の
処
分
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
処
分
の
期
間
内
に
違
反
行
為
を
し
た
こ
と
が
な
い
者

当
該
処
分
を
受
け
る
前
の
違
反
行
為

四

違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
一
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
五
欄
又
は
第
六
欄
に
掲
げ
る
点
数
に

該
当
し
た
こ
と
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
後
そ
れ
ぞ
れ
二
年
又
は
一
年
の
間
に
違
反
行
為
を
し
た
こ
と
が
な
い
者
（
第
一
項
第
二
号

ロ
若
し
く
は
ハ
に
該
当
す
る
者
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
免
許
の
取
消
し
若
し
く
は
六
月
を
超
え
る
期
間
の
自
動
車
等
の
運
転
の
禁
止
の
処
分
を
受

け
た
者
を
除
く
。
）

当
該
違
反
行
為
以
前
の
違
反
行
為

五

違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
別
表
第
三
の
一
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
七
欄
に
掲
げ
る
点
数
に
該
当
し
た
こ

と
が
あ
る
者
で
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
後
六
月
の
間
に
違
反
行
為
を
し
た
こ
と
が
な
い
か
、
又
は
当
該
期
間
内
に
免
許
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
も

の
（
法
第
九
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
る
者
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
処
分
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）

当

該
違
反
行
為
以
前
の
違
反
行
為

六

別
表
第
二
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
付
し
た
点
数
が
三
点
以
下
と
な
る
違
反
行
為
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
軽
微
な
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）

を
し
た
者
で
、
当
該
軽
微
な
違
反
行
為
を
し
た
日
に
お
い
て
免
許
を
受
け
て
い
た
期
間
（
過
去
三
年
以
内
の
も
の
に
限
る
。
）
が
通
算
し
て
二
年
に

達
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
二
年
の
期
間
の
初
日
に
当
た
る
日
か
ら
当
該
軽
微
な
違
反
行
為
を
す
る
ま
で
の
間
に
違
反
行
為
を
し
た
こ
と
が
な
い
も
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の
の
う
ち
、
当
該
軽
微
な
違
反
行
為
を
し
た
後
免
許
を
受
け
て
い
た
期
間
が
通
算
し
て
三
月
に
達
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
三
月
に
達
し
た
日
ま
で

の
間
に
違
反
行
為
を
し
た
こ
と
が
な
い
も
の

当
該
軽
微
な
違
反
行
為

七

法
第
百
二
条
の
二
に
規
定
す
る
講
習
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者

軽
微
違
反
行
為
（
法
第
百
二
条
の
二
に
規
定
す
る
軽
微
違
反
行
為
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
で
当
該
講
習
に
係
る
法
第
百
八
条
の
三
の
二
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
理
由
と
な
つ
た
も
の
及
び
当
該
軽
微
違
反
行
為
を
す
る
前
の
軽
微

違
反
行
為

４

第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
並
び
に
前
項
第
四
号
及
び
第
五
号
の

十
年
、
九
年
、
八
年
、
七
年
、
六
年
、
五
年
、
四
年
、
三
年
、
二
年
、
一
年
及
び
六
月
の
期
間
（
同
項
第
四
号
の
六
月
の
期
間
を
除
く
。
）
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
起
算
す
る
も
の
と
す
る
。

一

免
許
を
受
け
て
い
た
間
に
違
反
行
為
又
は
別
表
第
四
若
し
く
は
別
表
第
五
に
掲
げ
る
行
為
を
し
た
者
で
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
し
た
後
当
該
免
許
が

失
効
し
た
た
め
こ
れ
ら
の
行
為
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
免
許
の
取
消
し
又
は
効
力
の
停
止
を
受
け
な
か
つ
た
も
の

当
該
免
許
が
失
効
し
た
日

二

免
許
を
受
け
て
い
た
間
に
違
反
行
為
又
は
別
表
第
四
若
し
く
は
別
表
第
五
に
掲
げ
る
行
為
を
し
た
者
で
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
し
た
後
法
第
百
三
条

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
該
当
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
同
項
若
し
く
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
又
は
法
第
百
四
条
の
二
の
二
第

一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
、
法
第
百
四
条
の
二
の
三
第
三
項
若
し
く
は
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
条
第
四
項
若
し
く
は
法

第
百
四
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
た
め
こ
れ
ら
の
行
為
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
免
許
の
取
消
し
又
は
効
力
の

停
止
を
受
け
な
か
つ
た
も
の

当
該
免
許
が
取
り
消
さ
れ
た
日

三

（
略
）

第
三
十
三
条
の
二
の
二

法
第
九
十
条
第
一
項
第
七
号
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
の
同
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と

す
る
。

一

法
第
九
十
条
第
一
項
第
七
号
に
該
当
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
保
留
さ
れ
た
者
が
当
該
保
留
の
期
間
内
に

重
ね
て
同
号
に
該
当
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
法
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
認
め
る
と
き
又

は
同
条
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
て
同
条
第
六
項
の
通
知
に
係
る
適
性
検
査
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
命
令
に
応
じ
な
い
こ
と
又
は
当

該
適
性
検
査
を
受
け
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
を
除
き
、
免
許
を
与
え
な
い
も
の
と
す
る
。
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二

（
略
）

（
大
型
免
許
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
す
る
講
習
を
受
け
る
必
要
が
な
い
者
）

第
三
十
三
条
の
六

法
第
九
十
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
講
習
を
受
け
る
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

イ

次
に
掲
げ
る
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者

～

（
略
）

(1)

(3)

ロ
・
ハ

（
略
）

ニ

法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
失
効
者
（
以
下
「
特
定
失
効
者
」
と
い
う
。
）
又
は
同
項
第
五
号
に
規
定
す
る
特
定
取

消
処
分
者
（
以
下
「
特
定
取
消
処
分
者
」
と
い
う
。
）
で
、
次
に
掲
げ
る
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
免
許

を
受
け
て
い
た
も
の

・

（
略
）

(1)

(2)

ホ

受
け
よ
う
と
す
る
免
許
を
申
請
し
た
日
前
六
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
自
動

車
に
相
当
す
る
種
類
の
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
外
国
等
の
行
政
庁
等
の
免
許
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
あ
る
者
で
、
当
該
外
国
等
の
行
政
庁
等
の

免
許
を
受
け
て
い
た
期
間
の
う
ち
当
該
外
国
等
に
滞
在
し
て
い
た
期
間
が
通
算
し
て
三
月
以
上
の
も
の

・

（
略
）

(1)

(2)

二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
つ
て
、
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
を
申
請
し
た
日
前
一
年
以
内
に
、
当
該
免
許
に
係
る
法
第
百
八
条
の
二
第
一

項
第
四
号
に
掲
げ
る
講
習
を
終
了
し
た
も
の

イ

次
に
掲
げ
る
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者

・

（
略
）

(1)

(2)

ロ

特
定
失
効
者
又
は
特
定
取
消
処
分
者
で
、
次
に
掲
げ
る
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
免
許
を
受
け
て
い
た

も
の・

（
略
）

(1)

(2)
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ハ

受
け
よ
う
と
す
る
免
許
を
申
請
し
た
日
前
六
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
自
動

車
に
相
当
す
る
種
類
の
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
外
国
等
の
行
政
庁
等
の
免
許
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
あ
る
者
で
、
当
該
外
国
等
の
行
政
庁
等
の

免
許
を
受
け
て
い
た
期
間
の
う
ち
当
該
外
国
等
に
滞
在
し
て
い
た
期
間
が
通
算
し
て
三
月
以
上
の
も
の

・

（
略
）

(1)

(2)

ニ
・
ホ

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

法
第
九
十
条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
定
め
る
講
習
を
受
け
る
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
と
す
る
。

一

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

イ

次
に
掲
げ
る
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者

・

（
略
）

(1)

(2)

ロ
～
ニ

（
略
）

二

（
略
）

（
免
許
証
の
更
新
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
や
む
を
得
な
い
理
由
）

第
三
十
三
条
の
六
の
二

法
第
九
十
二
条
の
二
第
一
項
の
表
の
備
考
一
の
１
及
び
２
並
び
に
同
表
の
備
考
四
の
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
は
、

次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
～
六

（
略
）

（
優
良
運
転
者
及
び
違
反
運
転
者
等
に
係
る
基
準
）

第
三
十
三
条
の
七

法
第
九
十
二
条
の
二
第
一
項
の
表
の
備
考
一
の
２
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
日
前
五
年
間
（
第
三
号
に
掲
げ
る
者
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
（
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
運
転
免

許
証
（
以
下
「
免
許
証
」
と
い
う
。
）
に
係
る
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
試
験
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
適
性

試
験
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
日
の
前
日
が
第
四
号
に
定
め
る
日
以
後
で
あ
る
者
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
号
又
は
第
四
号
に
定
め
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る
日
前
五
年
間
及
び
同
日
か
ら
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
免
許
証
に
係
る
適
性
試
験
を
受
け
た
日
の
前
日
ま
で
の
間
。
次

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
違
反
行
為
又
は
別
表
第
四
若
し
く
は
別
表
第
五
に
掲
げ
る
行
為
を
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
と
す
る
。

一

法
第
百
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
証
の
更
新
（
免
許
証
の
有
効
期
間
の
更
新
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
受
け
た
者

更
新
前
の
免
許
証

の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
の
直
前
の
そ
の
者
の
誕
生
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
誕
生
日
」
と
い
う
。
）
の
四
十
日
前
の
日

二

法
第
百
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
証
の
更
新
を
受
け
た
者

同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
適
性
検
査
を
受
け
た
日
（
特
定
誕
生
日
の

四
十
日
前
の
日
以
後
で
あ
る
と
き
は
、
特
定
誕
生
日
の
四
十
日
前
の
日
）

三

（
略
）

四

法
第
百
三
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
（
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
係
る
も
の
に
限
る
。

）
を
受
け
た
者
（
当
該
取
消
し
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い
者
に
限
り
、
同
日
前
の
直
近
に
お
い
て
し
た
法
第
八
十
九
条
第
一

項
、
第
百
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
百
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
票
の
提
出
又
は
法
第
百
一
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
法

第
百
十
七
条
の
四
第
二
号
の
違
反
行
為
を
し
た
者
を
除
く
。
）
で
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
証
の
交
付
を
受
け
た
も
の

当
該
免

許
証
に
係
る
適
性
試
験
を
受
け
た
日
（
取
り
消
さ
れ
た
免
許
に
係
る
免
許
証
を
更
新
前
の
免
許
証
と
し
た
場
合
に
お
け
る
特
定
誕
生
日
の
四
十
日
前

の
日
以
後
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
特
定
誕
生
日
の
四
十
日
前
の
日
）

五

法
第
九
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
証
の
交
付
を
受
け
た
者

当
該
免
許
証
に
係
る
適
性
試
験
を
受
け
た
日
（
当
該
免
許
証
と
引
き
換
え

た
免
許
証
を
更
新
前
の
免
許
証
と
し
た
場
合
に
お
け
る
特
定
誕
生
日
の
四
十
日
前
の
日
以
後
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
特
定
誕
生
日
の
四
十
日
前
の
日

）

２

（
略
）

（
受
験
資
格
の
特
例
）

第
三
十
四
条

法
第
九
十
六
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
自
衛
隊
の
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
教
習
を
行
う
施
設
に
お
い
て
大
型
自
動
車
の
運
転

に
関
す
る
教
習
を
修
了
し
た
自
衛
官
と
す
る
。

２

法
第
九
十
六
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
者
及
び
同
項
に
規
定
す
る
施
設
に
お
い
て
中
型
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
教
習

を
修
了
し
た
自
衛
官
と
す
る
。

３

法
第
九
十
六
条
第
五
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。
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一

法
第
八
十
五
条
第
十
一
項
の
旅
客
自
動
車
（
以
下
「
旅
客
自
動
車
」
と
い
う
。
）
の
運
転
者
以
外
の
乗
務
員
と
し
て
旅
客
自
動
車
に
乗
務
し
た
経

験
の
期
間
が
二
年
以
上
の
者

二

大
型
自
動
車
免
許
、
中
型
自
動
車
免
許
、
準
中
型
自
動
車
免
許
、
普
通
自
動
車
免
許
又
は
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
を
受
け
た
日
以
後
に
お
い
て
、

旅
客
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
教
習
を
行
う
施
設
で
公
安
委
員
会
が
指
定
し
た
も
の
に
お
け
る
教
習
を
修
了
し
た
者

三

大
型
自
動
車
免
許
、
中
型
自
動
車
免
許
、
準
中
型
自
動
車
免
許
、
普
通
自
動
車
免
許
又
は
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
を
受
け
た
日
以
後
に
お
い
て
、

自
衛
官
と
し
て
自
衛
隊
用
自
動
車
（
大
型
自
動
車
、
中
型
自
動
車
、
準
中
型
自
動
車
、
普
通
自
動
車
及
び
大
型
特
殊
自
動
車
に
限
る
。
）
を
運
転
し

た
経
験
の
期
間
が
二
年
以
上
の
者

４

法
第
九
十
六
条
第
五
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

法
第
七
十
五
条
の
八
の
二
第
一
項
の
牽
引
自
動
車
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
牽
引
自
動
車
」
と
い
う
。
）
に
よ
つ
て
、
法
第
八
十
五
条
第
十
一

け
ん

け
ん

項
の
旅
客
用
車
両
（
以
下
「
旅
客
用
車
両
」
と
い
う
。
）
を
牽
引
す
る
場
合
に
お
け
る
牽
引
自
動
車
の
運
転
者
以
外
の
乗
務
員
と
し
て
牽
引
自
動
車

け
ん

け
ん

け
ん

又
は
旅
客
用
車
両
に
乗
務
し
た
経
験
の
期
間
が
二
年
以
上
の
者

二

大
型
自
動
車
免
許
、
中
型
自
動
車
免
許
、
準
中
型
自
動
車
免
許
、
普
通
自
動
車
免
許
又
は
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
を
受
け
た
日
以
後
に
お
い
て
、

牽
引
自
動
車
に
よ
つ
て
旅
客
用
車
両
を
牽
引
し
て
牽
引
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
に
関
す
る
教
習
を
行
う
施
設
で
公
安
委
員
会
が
指
定
し
た
も
の
に

け
ん

け
ん

け
ん

お
け
る
教
習
を
修
了
し
た
者

三

大
型
自
動
車
免
許
、
中
型
自
動
車
免
許
、
準
中
型
自
動
車
免
許
、
普
通
自
動
車
免
許
又
は
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
を
受
け
た
日
以
後
に
お
い
て
、

自
衛
官
と
し
て
当
該
免
許
に
よ
つ
て
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
衛
隊
用
自
動
車
で
牽
引
自
動
車
で
あ
る
も
の
に
よ
つ
て
重
被
牽
引
車
を
牽
引
し
て

け
ん

け
ん

け
ん

牽
引
自
動
車
を
運
転
し
た
経
験
の
期
間
が
二
年
以
上
の
者

け
ん

５

法
第
九
十
六
条
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
準
中
型
自
動
車
免
許
又
は
普
通
自
動
車
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
（
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
又

は
大
型
特
殊
自
動
車
第
二
種
免
許
を
受
け
て
い
る
者
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
法
第
百
四
条
の
二
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
四
条
第
一
項

の
通
知
を
受
け
た
者
で
法
第
百
四
条
の
二
の
二
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
準
中
型
自
動
車
免
許
又
は
普
通
自
動
車
免
許
の
取
消
し
を
受

け
て
い
な
い
も
の
と
す
る
。

（
試
験
の
免
除
）

第
三
十
四
条
の
三

（
略
）
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２

法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

二

法
第
百
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
該
当
初
心
運
転
者
（
以
下
「
基
準
該
当
初
心
運
転
者
」
と
い
う
。
）
で
、
再
試
験
の
通
知
（
同
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
受
け
る
前
に
法
第
百
一
条
第
一
項
の
免
許
証
の
更
新
を
受
け
ず
、
又
は
再
試
験
の
通
知
を
受
け

た
後
法
第
百
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
期
間
が
通
算
し
て
一
月
と
な
る
日
ま
で
の
間
に
免
許
証
の
更
新
を
受
け
な
か
つ
た
た
め
、
再
試
験
を
受
け

な
か
つ
た
も
の

三
～
五

（
略
）

３

法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
は
、
第
三
十
三
条
の
六
の
二
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

４

法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

二

基
準
該
当
初
心
運
転
者
で
、
再
試
験
の
通
知
を
受
け
る
前
に
法
第
百
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
（
同
条
第
一

項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
、
又
は
再
試
験
の
通
知
を
受
け
た
後
法

第
百
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
期
間
が
通
算
し
て
一
月
と
な
る
日
ま
で
の
間
に
法
第
百
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取

消
し
を
受
け
た
た
め
、
再
試
験
を
受
け
な
か
つ
た
も
の

三
・
四

（
略
）

第
三
十
四
条
の
四

法
第
九
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
は
、
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
法
令
で
定
め
る
道
路
の
交
通
の
方
法
そ

の
他
の
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
若
し
く
は
そ
の
者
の
自
動
車
等
の
運
転
に
関
す
る
経
歴
に
関
す
る
質
問
を
す
る
こ
と
又
は
そ
の
者
に

自
動
車
等
の
運
転
に
関
す
る
実
技
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
行
う
。

２

（
略
）

第
三
十
四
条
の
五

法
第
九
十
七
条
の
二
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

第
一
種
運
転
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
試
験
を
免
除
す
る
。
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イ

（
略
）

ロ

特
定
失
効
者
（
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。
）
又
は
特
定
取
消
処
分
者
（
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。

）
で
、
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
に
よ
り
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
他
の
種
類
の
免
許
を
受
け
て
い
た
も
の

法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
試
験

ハ

（
略
）

二

第
二
種
運
転
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
試
験
を
免
除
す
る
。

イ

（
略
）

ロ

特
定
失
効
者
（
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。
）
又
は
特
定
取
消
処
分
者
（
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。

）
で
、
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
に
よ
り
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
他
の
種
類
の
第
二
種
運
転
免
許
を
受
け
て

い
た
も
の

法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
試
験

ハ

（
略
）

三

仮
運
転
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
試
験
を
免
除
す
る
。

イ
～
ニ

（
略
）

四
～
六

（
略
）

（
免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
す
る
講
習
を
受
け
る
必
要
が
な
い
者
）

第
三
十
七
条
の
六

法
第
百
一
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
百
一
条
第
一
項
の
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
（
法
第
百
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
更
新
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
あ

つ
て
は
、
当
該
申
請
を
す
る
日
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
前
六
月
以
内
に
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
を
受
け
た
者

二

免
許
証
の
更
新
を
申
請
す
る
日
前
六
月
以
内
に
法
第
百
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習
で
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合

す
る
も
の
を
終
了
し
た
者

三

免
許
証
の
更
新
を
申
請
す
る
日
前
六
月
以
内
に
法
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
の
運
転
免
許
取
得
者
教
育
の
課
程
（

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
講
習
と
同
等
の
効
果
が
あ
る
課
程
の
基
準
と
し
て
法
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
第
三
号
の
国

家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
終
了
し
た
者
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第
三
十
七
条
の
六
の
二

法
第
百
一
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
百
一
条
第
一
項
の
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
前
六
月
以
内
に
法
第
百
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習
で
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
終
了
し
た
者

二

法
第
百
一
条
第
一
項
の
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
前
六
月
以
内
に
法
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
の
運
転
免
許
取
得

者
教
育
の
課
程
（
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
と
同
等
の
効
果
が
あ
る
課
程
の
基
準
と
し
て
法
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第

一
項
第
三
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
終
了
し
た
者

（
認
知
機
能
が
低
下
し
た
場
合
に
行
わ
れ
や
す
い
違
反
行
為
）

第
三
十
七
条
の
六
の
三

（
略
）

（
臨
時
認
知
機
能
検
査
の
受
検
期
間
等
の
特
例
）

第
三
十
七
条
の
六
の
四

法
第
百
一
条
の
七
第
三
項
及
び
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

海
外
旅
行
を
し
て
い
る
こ
と
。

二

災
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

三

病
気
に
か
か
り
、
又
は
負
傷
し
て
い
る
こ
と
。

四

法
令
の
規
定
に
よ
り
身
体
の
自
由
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五

社
会
の
慣
習
上
又
は
業
務
の
遂
行
上
や
む
を
得
な
い
緊
急
の
用
務
が
生
じ
て
い
る
こ
と
。

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
安
委
員
会
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
事
情
が
あ
る
こ
と
。

（
臨
時
適
性
検
査
）

第
三
十
七
条
の
七

法
第
百
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
適
性
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
行
う
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）
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（
軽
微
違
反
行
為
等
）

第
三
十
七
条
の
八

（
略
）

２

法
第
百
二
条
の
二
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
と
す
る
。

一

軽
微
違
反
行
為
に
該
当
す
る
当
該
一
般
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
（
第
三
十
三
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
累
積
点
数
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

）
が
六
点
で
あ
る
こ
と
。

二
～
四

（
略
）

３

法
第
百
二
条
の
二
の
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
は
、
第
三
十
七
条
の
六
の
四
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
免
許
の
取
消
し
又
は
停
止
及
び
免
許
の
欠
格
期
間
の
指
定
の
基
準
）

第
三
十
八
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

免
許
を
受
け
た
者
が
法
第
百
三
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
つ
い
て
の
同
項
の
政
令
で
定

め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
免
許
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

イ

一
般
違
反
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
一
般
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
が
、
別
表
第
三
の
一
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
、
第
三
欄
、
第
四
欄
、
第
五
欄
又
は
第
六
欄
に
掲
げ
る
点
数
に
該
当
し
た
と
き
。

ロ

別
表
第
四
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
を
し
た
と
き
。

二

（
略
）

６
・
７

（
略
）

（
意
見
の
聴
取
の
手
続
）
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第
三
十
九
条

法
第
百
四
条
第
一
項
（
法
第
百
四
条
の
二
の
二
第
六
項
及
び
第
百
七
条
の
五
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
及
び
第
四

十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
行
う
場
合
に
お
け
る
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
理
由
並
び
に
意
見
の
聴
取
の
期
日
及

び
場
所
の
通
知
は
、
文
書
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
百
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
の
期
日
及
び
場
所
の
公
示
は
、
公
安
委
員
会
の
掲
示
板
に
掲
示
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
臨
時
適
性
検
査
に
係
る
免
許
の
効
力
の
停
止
を
す
る
場
合
等
）

第
三
十
九
条
の
二

（
略
）

２

法
第
百
四
条
の
二
の
三
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
（
前
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
免
許
の
効
力
を
停
止
す
る
も
の
と
す
る
。

イ

法
第
百
一
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通
知
に
係
る
認
知
機
能
検
査
を
受
け
な
い
と

認
め
る
場
合

ロ

（
略
）

ハ

法
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
、
当
該
命
令
に
違
反
し
た
と
認
め
る
場
合
又
は
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ

る
通
知
を
受
け
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通
知
に
係
る
適
性
検
査
を
受
け
な
い
と
認
め
る
場
合

（
申
請
に
よ
る
取
消
し
の
際
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
免
許
の
種
類
）

第
三
十
九
条
の
二
の
二

（
略
）

（
申
請
に
よ
る
取
消
し
の
基
準
）

第
三
十
九
条
の
二
の
三

法
第
百
四
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
者
が
次
の
各
号
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合
に
行
う
も
の
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

四

当
該
申
請
に
係
る
免
許
に
つ
い
て
法
第
百
条
の
二
第
一
項
の
基
準
該
当
初
心
運
転
者
（
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
及
び
同
項
の
再
試
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験
に
合
格
し
た
者
を
除
く
。
）
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

（
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
）

第
三
十
九
条
の
二
の
四

（
略
）

第
三
十
九
条
の
二
の
五

法
第
百
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
百
四
条
の
四
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
法
第
百
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
効
力
を
失
つ
た
免
許
に
係
る
免
許
証
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
い
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

三

法
第
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
効
力
を
失
つ
た
免
許
の
全
て
に
つ
い
て
法
第
百
条
の
二
第
一
項
の
基
準
該
当
初
心
運
転
者
（
同
項
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
及
び
同
項
の
再
試
験
に
合
格
し
た
者
を
除
く
。
）
に
該
当
し
て
い
る
者

２

（
略
）

（
我
が
国
と
同
等
の
水
準
の
運
転
免
許
制
度
を
有
す
る
国
又
は
地
域
）

第
三
十
九
条
の
四

法
第
百
七
条
の
二
の
政
令
で
定
め
る
国
又
は
地
域
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国

二
～
七

（
略
）

（
委
託
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
務
）

第
四
十
条
の
三

法
第
百
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
八
十
九
条
第
三
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
検
査
の
結
果
の
判
定
に
係
る
事
務

二
・
三

（
略
）

四

法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
条
件
の
付
加
及
び
変
更
に
係
る
事
務

五

法
第
九
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
免
許
試
験
の
結
果
の
判
定
に
係
る
事
務

六

法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
の
規
定
に
よ
る
認
知
機
能
検
査
の
結
果
の
判
定
及
び
同
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
免
許
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試
験
の
一
部
の
免
除
に
係
る
事
務

七

法
第
九
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
免
許
試
験
の
停
止
及
び
合
格
の
決
定
の
取
消
し
並
び
に
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
免
許

試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
措
置
に
係
る
事
務

八

（
略
）

九

法
第
百
条
の
三
第
二
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
再
試
験
の
結
果
の
判
定
に
係
る
事
務

十
～
十
三

（
略
）

十
四

法
第
百
一
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
知
機
能
検
査
の
結
果
の
判
定
に
係
る
事
務

十
五

（
略
）

十
六

法
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
適
性
検
査
の
結
果
の
判
定
及
び
同
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
第
七
項
た
だ
し
書

の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
診
断
書
の
受
取
り
に
係
る
事
務

十
七
～
十
九

（
略
）

二
十

法
第
百
四
条
の
二
の
二
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
四
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
並
び
に
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百

四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
り
及
び
証
拠
の
受
取
り
に
係
る
事
務

二
十
一
～
二
十
三

（
略
）

二
十
四

法
第
百
七
条
の
四
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
適
性
検
査
の
結
果
の
判
定
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
係
る
事
務

二
十
五

（
略
）

（
初
心
運
転
者
講
習
の
受
講
期
間
の
特
例
）

第
四
十
一
条
の
二

法
第
百
八
条
の
三
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

海
外
旅
行
を
し
て
い
る
こ
と
。

二

災
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

三

病
気
に
か
か
り
、
又
は
負
傷
し
て
い
る
こ
と
。

四

法
令
の
規
定
に
よ
り
身
体
の
自
由
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五

社
会
の
慣
習
上
又
は
業
務
の
遂
行
上
や
む
を
得
な
い
緊
急
の
用
務
が
生
じ
て
い
る
こ
と
。
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六

免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
安
委
員
会
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
事
情
が
あ
る
こ
と
。

（
危
険
行
為
）

第
四
十
一
条
の
三

法
第
百
八
条
の
三
の
四
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
自
転
車
の
運
転
に
関
し
行
わ
れ
た
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一
～
十
五

（
略
）

（
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
区
分
及
び
額
）

第
四
十
三
条

法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
区
分
は
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
手
数
料
の
種
別
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
定

め
る
区
分
と
し
、
同
項
の
物
件
費
及
び
施
設
費
に
対
応
す
る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る
額
は
、
当
該
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
三
欄
に
定

め
る
額
と
し
、
同
項
の
人
件
費
に
対
応
す
る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る
額
は
、
当
該
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に
定
め
る
額
と
す
る
。

手
数
料
の
種
別

区

分

物
件
費
及
び
施
設
費
に
対
応
す
る
額

人
件
費
に
対
応
す
る
額

（
略
）

認
知
機
能
検
査
手
数
料

三
百
円

四
百
五
十
円

（
略
）

講
習
手
数
料

（
略
）

法
第
百
八
条
の

小
型
特
殊
自
動
車
免
許
以
外
の

千
六
百
五
十
円

三
千
四
百
五
十
円

二
第
一
項
第
十

第
一
種
運
転
免
許
又
は
第
二
種

二
号
に
掲
げ
る

運
転
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に

講
習

対
す
る
講
習
（
法
第
九
十
七
条

の
二
第
一
項
第
三
号
イ
、
第
百

一
条
の
四
第
二
項
又
は
第
百
一

条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

認
知
機
能
検
査
の
結
果
に
基
づ
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い
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）

小
型
特
殊
自
動
車
免
許
以
外
の

千
六
百
五
十
円
（
当
該
認
知
機
能
検

三
千
四
百
五
十
円
（
当
該
認

第
一
種
運
転
免
許
又
は
第
二
種

査
の
結
果
が
認
知
症
の
お
そ
れ
が
あ

知
機
能
検
査
の
結
果
が
認
知

運
転
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に

る
こ
と
そ
の
他
の
認
知
機
能
が
低
下

症
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
そ

対
す
る
講
習
（
法
第
九
十
七
条

し
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
示

の
他
の
認
知
機
能
が
低
下
し

の
二
第
一
項
第
三
号
イ
又
は
第

す
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る

て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

百
一
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に

基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は

を
示
す
も
の
と
し
て
内
閣
府

よ
り
認
知
機
能
検
査
の
結
果
に

、
千
八
百
五
十
円
）

令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す

基
づ
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。

る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
六
千

）

百
円
）

小
型
特
殊
自
動
車
免
許
以
外
の

千
四
百
円

四
千
四
百
円

第
一
種
運
転
免
許
又
は
第
二
種

運
転
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に

対
す
る
講
習
（
法
第
百
一
条
の

七
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
認
知

機
能
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て

行
う
も
の
に
限
る
。
）

小
型
特
殊
自
動
車
免
許
の
み
を

五
百
五
十
円

千
七
百
円

受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
講
習

（
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項

第
三
号
イ
、
第
百
一
条
の
四
第

二
項
又
は
第
百
一
条
の
七
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
認
知
機
能
検

査
の
結
果
に
基
づ
い
て
行
う
も
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の
を
除
く
。
）

小
型
特
殊
自
動
車
免
許
の
み
を

五
百
五
十
円
（
当
該
認
知
機
能
検
査

千
七
百
円
（
当
該
認
知
機
能

受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
講
習

の
結
果
が
認
知
症
の
お
そ
れ
が
あ
る

検
査
の
結
果
が
認
知
症
の
お

（
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項

こ
と
そ
の
他
の
認
知
機
能
が
低
下
し

そ
れ
が
あ
る
こ
と
そ
の
他
の

第
三
号
イ
又
は
第
百
一
条
の
四

て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
示
す

認
知
機
能
が
低
下
し
て
い
る

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
知
機

も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
基

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
示
す

能
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
行

準
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、

も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定

う
も
の
に
限
る
。
）

七
百
五
十
円
）

め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
三
千
七
百
円

）

小
型
特
殊
自
動
車
免
許
の
み
を

三
百
五
十
円

二
千
円

受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
講
習

（
法
第
百
一
条
の
七
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
認
知
機
能
検
査
の

結
果
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
に

限
る
。
）

（
略
）

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
講

講
習
一
時
間
に
つ
い
て
五
百
五
十
円

講
習
一
時
間
に
つ
い
て
千
四

習

百
五
十
円

（
略
）

備
考

（
略
）

２

技
能
検
定
員
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に
つ
い
て
の
審
査
を
免
除
さ
れ
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は

、
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
物
件
費
及
び
施
設
費
に
対
応
す
る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る
額
又
は
人
件
費
に
対
応
す
る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る

額
は
、
前
項
の
表
技
能
検
定
員
審
査
手
数
料
の
項
の
第
三
欄
又
は
第
四
欄
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
、
そ
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れ
ぞ
れ
前
項
の
表
技
能
検
定
員
審
査
手
数
料
の
項
の
第
三
欄
又
は
第
四
欄
に
定
め
る
額
か
ら
、
次
の
表
の
第
三
欄
又
は
第
四
欄
に
定
め
る
額
を
減
じ
た

額
と
す
る
。

物
件
費
及
び
施
設
費
に
対
応
す
る
額

人
件
費
に
対
応
す
る
額
か
ら

審

査

細

目

区

分

減
ず
る
額

か
ら
減
ず
る
額

（
略
）

七

道
路
運
送
法
第
二

（
略
）

（
略
）

（
略
）

条
第
三
項
に
規
定
す

る
旅
客
自
動
車
運
送

事
業
及
び
自
動
車
運

転
代
行
業
の
業
務
の

適
正
化
に
関
す
る
法

律
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
自
動
車
運

転
代
行
業
に
関
す
る

法
令
に
つ
い
て
の
知

識
備
考

（
略
）

３

教
習
指
導
員
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に
つ
い
て
の
審
査
を
免
除
さ
れ
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は

、
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
物
件
費
及
び
施
設
費
に
対
応
す
る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る
額
又
は
人
件
費
に
対
応
す
る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る

額
は
、
第
一
項
の
表
教
習
指
導
員
審
査
手
数
料
の
項
の
第
三
欄
又
は
第
四
欄
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
第
一
項
の
表
教
習
指
導
員
審
査
手
数
料
の
項
の
第
三
欄
又
は
第
四
欄
に
定
め
る
額
か
ら
、
次
の
表
の
第
三
欄
又
は
第
四
欄
に
定
め
る
額
を
減

じ
た
額
と
す
る
。

物
件
費
及
び
施
設
費
に
対
応
す
る
額

人
件
費
に
対
応
す
る
額
か
ら
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審

査

細

目

区

分

か
ら
減
ず
る
額

減
ず
る
額

（
略
）

七

道
路
運
送
法
第
二

（
略
）

（
略
）

（
略
）

条
第
三
項
に
規
定
す

る
旅
客
自
動
車
運
送

事
業
及
び
自
動
車
運

転
代
行
業
の
業
務
の

適
正
化
に
関
す
る
法

律
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
自
動
車
運

転
代
行
業
に
関
す
る

法
令
に
つ
い
て
の
知

識
備
考

（
略
）

（
警
察
庁
長
官
へ
の
権
限
の
委
任
）

第
四
十
三
条
の
二

法
第
五
十
一
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理
及
び
通
報
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
並
び
に
法
第
百
六
条
、
第

百
七
条
の
六
及
び
第
百
八
条
の
三
の
五
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理
及
び
通
報
に
関
す
る
事
務
は
、
警
察
庁
長
官
が
行
う
。

（
権
限
の
委
任
）

第
四
十
四
条

（
略
）

２

方
面
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
方
面
公
安
委
員
会
が
行
う
処
分
に
係
る
聴
聞
を
行
い
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
百
四
条
第
一
項
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の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
道
公
安
委
員
会
が
定
め
る
手
続
に
従
う
も
の
と
す
る
。

別
表
第
二
（
第
二
十
六
条
の
七
、
第
三
十
三
条
の
二
、
第
三
十
三
条
の
二
の
三
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
七
条
の
三
、
第
三
十
七
条
の
八
関
係
）

一

一
般
違
反
行
為
に
付
す
る
基
礎
点
数

一

般

違

反

行

為

の

種

別

点

数

無
免
許
運
転
、
酒
気
帯
び
運
転
（
〇
・
二
五
以
上
）
、
過
労
運
転
等
、
妨
害
運
転
（
交
通
の
危
険
の
お
そ
れ
）
又
は

二
十
五
点

共
同
危
険
行
為
等
禁
止
違
反

酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
五
十
以
上
）
等

十
九
点

酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
三
十
（
高
速
四
十
）
以
上
五
十
未
満
）
等

十
六
点

酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
二
十
五
以
上
三
十
（
高
速
四
十
）
未
満
）
等

十
五
点

酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
二
十
五
未
満
）
等

十
四
点

酒
気
帯
び
運
転
（
〇
・
二
五
未
満
）

十
三
点

大
型
自
動
車
等
無
資
格
運
転
、
仮
免
許
運
転
違
反
又
は
速
度
超
過
（
五
十
以
上
）

十
二
点

速
度
超
過
（
三
十
（
高
速
四
十
）
以
上
五
十
未
満
）
、
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
大
型
等
十
割
以
上
）
、
携
帯
電
話

六
点

使
用
等
（
交
通
の
危
険
）
、
無
車
検
運
行
又
は
無
保
険
運
行

速
度
超
過
（
二
十
五
以
上
三
十
（
高
速
四
十
）
未
満
）
、
放
置
駐
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所
等
）
、
積
載
物
重
量

三
点

制
限
超
過
（
大
型
等
五
割
以
上
十
割
未
満
）
、
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
普
通
等
十
割
以
上
）
、
携
帯
電
話
使
用
等

（
保
持
）
又
は
保
管
場
所
法
違
反
（
道
路
使
用
）

警
察
官
現
場
指
示
違
反
、
警
察
官
通
行
禁
止
制
限
違
反
、
信
号
無
視
、
通
行
禁
止
違
反
、
歩
行
者
用
道
路
徐
行
違
反

二
点

、
通
行
区
分
違
反
、
歩
行
者
側
方
安
全
間
隔
不
保
持
等
、
速
度
超
過
（
二
十
以
上
二
十
五
未
満
）
、
急
ブ
レ
ー
キ
禁

止
違
反
、
法
定
横
断
等
禁
止
違
反
、
高
速
自
動
車
国
道
等
車
間
距
離
不
保
持
、
追
越
し
違
反
、
路
面
電
車
後
方
不
停

止
、
踏
切
不
停
止
等
、
遮
断
踏
切
立
入
り
、
優
先
道
路
通
行
車
妨
害
等
、
交
差
点
安
全
進
行
義
務
違
反
、
環
状
交
差

点
通
行
車
妨
害
等
、
環
状
交
差
点
安
全
進
行
義
務
違
反
、
横
断
歩
行
者
等
妨
害
等
、
徐
行
場
所
違
反
、
指
定
場
所
一
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時
不
停
止
等
、
駐
停
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所
等
）
、
放
置
駐
車
違
反
（
駐
車
禁
止
場
所
等
）
、
積
載
物
重
量
制

限
超
過
（
大
型
等
五
割
未
満
）
、
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
普
通
等
五
割
以
上
十
割
未
満
）
、
整
備
不
良
（
制
動
装

置
等
）
、
作
動
状
態
記
録
装
置
不
備
、
安
全
運
転
義
務
違
反
、
幼
児
等
通
行
妨
害
、
安
全
地
帯
徐
行
違
反
、
騒
音
運

転
等
、
消
音
器
不
備
、
大
型
自
動
二
輪
車
等
乗
車
方
法
違
反
、
自
動
運
行
装
置
使
用
条
件
違
反
、
高
速
自
動
車
国
道

等
措
置
命
令
違
反
、
本
線
車
道
横
断
等
禁
止
違
反
、
高
速
自
動
車
国
道
等
運
転
者
遵
守
事
項
違
反
、
免
許
条
件
違
反

、
番
号
標
表
示
義
務
違
反
又
は
保
管
場
所
法
違
反
（
長
時
間
駐
車
）

混
雑
緩
和
措
置
命
令
違
反
、
通
行
許
可
条
件
違
反
、
通
行
帯
違
反
、
路
線
バ
ス
等
優
先
通
行
帯
違
反
、
軌
道
敷
内
違

一
点

反
、
速
度
超
過
（
二
十
未
満
）
、
道
路
外
出
右
左
折
方
法
違
反
、
道
路
外
出
右
左
折
合
図
車
妨
害
、
指
定
横
断
等
禁

止
違
反
、
車
間
距
離
不
保
持
、
進
路
変
更
禁
止
違
反
、
追
い
付
か
れ
た
車
両
の
義
務
違
反
、
乗
合
自
動
車
発
進
妨
害

、
割
込
み
等
、
交
差
点
右
左
折
方
法
違
反
、
交
差
点
右
左
折
等
合
図
車
妨
害
、
指
定
通
行
区
分
違
反
、
環
状
交
差
点

左
折
等
方
法
違
反
、
交
差
点
優
先
車
妨
害
、
緊
急
車
妨
害
等
、
駐
停
車
違
反
（
駐
車
禁
止
場
所
等
）
、
交
差
点
等
進

入
禁
止
違
反
、
無
灯
火
、
減
光
等
義
務
違
反
、
合
図
不
履
行
、
合
図
制
限
違
反
、
警
音
器
吹
鳴
義
務
違
反
、
乗
車
積

載
方
法
違
反
、
定
員
外
乗
車
、
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
普
通
等
五
割
未
満
）
、
積
載
物
大
き
さ
制
限
超
過
、
積
載

方
法
制
限
超
過
、
制
限
外
許
可
条
件
違
反
、
牽
引
違
反
、
原
付
牽
引
違
反
、
整
備
不
良
（
尾
灯
等
）
、
転
落
等
防
止

け
ん

け
ん

措
置
義
務
違
反
、
転
落
積
載
物
等
危
険
防
止
措
置
義
務
違
反
、
安
全
不
確
認
ド
ア
開
放
等
、
停
止
措
置
義
務
違
反
、

初
心
運
転
者
等
保
護
義
務
違
反
、
座
席
ベ
ル
ト
装
着
義
務
違
反
、
幼
児
用
補
助
装
置
使
用
義
務
違
反
、
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
義
務
違
反
、
初
心
運
転
者
標
識
表
示
義
務
違
反
、
聴
覚
障
害
者
標
識
表
示
義
務
違
反
、
最
低
速
度
違
反

、
本
線
車
道
通
行
車
妨
害
、
本
線
車
道
緊
急
車
妨
害
、
本
線
車
道
出
入
方
法
違
反
、
牽
引
自
動
車
本
線
車
道
通
行
帯

け
ん

違
反
、
故
障
車
両
表
示
義
務
違
反
又
は
仮
免
許
練
習
標
識
表
示
義
務
違
反

二

特
定
違
反
行
為
に
付
す
る
基
礎
点
数

特

定

違

反

行

為

の

種

別

点

数

運
転
殺
人
等
又
は
危
険
運
転
致
死
等

六
十
二
点

運
転
傷
害
等
（
治
療
期
間
三
月
以
上
又
は
後
遺
障
害
）
又
は
危
険
運
転
致
傷
等
（
治
療
期
間
三
月
以
上
又
は
後
遺
障

五
十
五
点

害
）
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運
転
傷
害
等
（
治
療
期
間
三
十
日
以
上
）
又
は
危
険
運
転
致
傷
等
（
治
療
期
間
三
十
日
以
上
）

五
十
一
点

運
転
傷
害
等
（
治
療
期
間
十
五
日
以
上
）
又
は
危
険
運
転
致
傷
等
（
治
療
期
間
十
五
日
以
上
）

四
十
八
点

運
転
傷
害
等
（
治
療
期
間
十
五
日
未
満
又
は
建
造
物
損
壊
）
又
は
危
険
運
転
致
傷
等
（
治
療
期
間
十
五
日
未
満
）

四
十
五
点

酒
酔
い
運
転
、
麻
薬
等
運
転
、
妨
害
運
転
（
著
し
い
交
通
の
危
険
）
又
は
救
護
義
務
違
反

三
十
五
点

三

違
反
行
為
に
付
す
る
付
加
点
数
（
交
通
事
故
の
場
合
）

交
通
事
故
が
専
ら
当
該
違
反
行

為
を
し
た
者
の
不
注
意
に
よ
つ

中
欄
に
規
定
す
る
場
合
以
外

交
通
事
故
の
種
別

て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
場
合

の
場
合
に
お
け
る
点
数

に
お
け
る
点
数

人
の
死
亡
に
係
る
交
通
事
故

二
十
点

十
三
点

人
の
傷
害
に
係
る
交
通
事
故
（
他
人
を
傷
つ
け
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
表
に

十
三
点

九
点

お
い
て
「
傷
害
事
故
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
当
該
傷
害
事
故
に
係
る
負
傷
者
の

負
傷
の
治
療
に
要
す
る
期
間
（
当
該
負
傷
者
の
数
が
二
人
以
上
で
あ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
う
ち
最
も
負
傷
の
程
度
が
重
い
者
の
負
傷
の
治
療
に
要

す
る
期
間
と
す
る
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
治
療
期
間
」
と
い
う
。
）
が
三
月

以
上
で
あ
る
も
の
又
は
後
遺
障
害
（
当
該
負
傷
者
の
負
傷
が
治
つ
た
と
き
（
そ
の

症
状
が
固
定
し
た
と
き
を
含
む
。
）
に
お
け
る
身
体
の
障
害
で
国
家
公
安
委
員
会

規
則
で
定
め
る
程
度
の
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
存
す

る
も
の

傷
害
事
故
の
う
ち
、
治
療
期
間
が
三
十
日
以
上
三
月
未
満
で
あ
る
も
の
（
後
遺
障

九
点

六
点

害
が
存
す
る
も
の
を
除
く
。
）

傷
害
事
故
の
う
ち
、
治
療
期
間
が
十
五
日
以
上
三
十
日
未
満
で
あ
る
も
の
（
後
遺

六
点

四
点

障
害
が
存
す
る
も
の
を
除
く
。
）

傷
害
事
故
の
う
ち
治
療
期
間
が
十
五
日
未
満
で
あ
る
も
の
（
後
遺
障
害
が
存
す
る

三
点

二
点



- 58 -

も
の
を
除
く
。
）
又
は
建
造
物
の
損
壊
に
係
る
交
通
事
故

備
考一

違
反
行
為
に
付
す
る
点
数
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

１

一
の
表
又
は
二
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
違
反
行
為
の
種
別
に
応
じ
、
こ
れ
ら
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
点
数
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
時
に
二
以
上
の
種
別
の
違
反
行
為
に
当
た
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
違
反
行
為
の
点
数
の
う
ち
最
も
高
い
点
数
（
同
じ
点
数
の
と
き
は
、
そ
の

点
数
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

当
該
違
反
行
為
を
し
、
よ
つ
て
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
（
二
の

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
し
た
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
次

119

128

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

１
に
よ
る
点
数
に
、
三
の
表
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
中
欄
又
は
下
欄
に
掲
げ
る
点
数
を
加
え
た
点
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
交
通
事
故

(ｲ)
が
建
造
物
以
外
の
物
の
損
壊
の
み
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
１
に
よ
る
点
数
と
す
る
。

法
第
百
十
七
条
の
五
第
一
号
の
罪
に
当
た
る
行
為
を
し
た
と
き
は
、

に
よ
る
点
数
に
、
五
点
を
加
え
た
点
数
と
す
る
。

(ﾛ)

(ｲ)

３

二
の

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第
百
十
七
条
の
五
第
一
号
の
罪
に
当
た
る
行
為
を
し
た
と
き
は
、
１
に

119

128

よ
る
点
数
に
、
五
点
を
加
え
た
点
数
と
す
る
。

二

一
の
表
及
び
二
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
用
語
の
意
味
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

１

「
無
免
許
運
転
」
と
は
、
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

２

「
酒
気
帯
び
運
転
（
〇
・
二
五
以
上
）
」
と
は
、
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
の
う
ち
身
体
に
血
液
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

に
つ
き
〇
・
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上
又
は
呼
気
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
二
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
保
有
す
る
状
態
で
運
転
す
る

行
為
を
い
う
。

３

「
過
労
運
転
等
」
と
は
、
法
第
六
十
六
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（

に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

130

４

「
妨
害
運
転
（
交
通
の
危
険
の
お
そ
れ
）
」
と
は
、
法
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
一
号
の
罪
に
当
た
る
行
為
を
い
う
。

５

「
共
同
危
険
行
為
等
禁
止
違
反
」
と
は
、
法
第
六
十
八
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。
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６

「
酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
五
十
以
上
）
等
」
と
は
、
身
体
に
第
四
十
四
条
の
三
に
定
め
る
程
度
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
を

保
有
す
る
状
態
（
２
に
規
定
す
る
状
態
を
除
く
。
）
で
運
転
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
い
う
。

11

13

７

「
酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
三
十
（
高
速
四
十
）
以
上
五
十
未
満
）
等
」
と
は
、
６
に
規
定
す
る
状
態
で
運
転
し
て
い
る

場
合
に
お
け
る

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
い
う
。

14

18

８

「
酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
二
十
五
以
上
三
十
（
高
速
四
十
）
未
満
）
等
」
と
は
、
６
に
規
定
す
る
状
態
で
運
転
し
て
い

る
場
合
に
お
け
る

又
は

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
い
う
。

19

21

23

９

「
酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
二
十
五
未
満
）
等
」
と
は
、
６
に
規
定
す
る
状
態
で
運
転
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る

か
ら

25

ま
で
、

か
ら

ま
で
又
は

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
い
う
。

47

49

64

66

118

「
酒
気
帯
び
運
転
（
〇
・
二
五
未
満
）
」
と
は
、
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
の
う
ち
６
に
規
定
す
る
状
態
で
運
転
す

10
る
行
為
（
６
か
ら
９
ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

「
大
型
自
動
車
等
無
資
格
運
転
」
と
は
、
法
第
八
十
五
条
第
五
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

11

「
仮
免
許
運
転
違
反
」
と
は
、
法
第
八
十
七
条
第
二
項
後
段
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

12

「
速
度
超
過
（
五
十
以
上
）
」
と
は
、
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
超
え
る
速
度
で
進
行
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

13
最
高
速
度
を
超
え
る
速
度
で
運
転
す
る
行
為
（
以
下
「
速
度
超
過
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
速
度
が
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
以

上
の
も
の
を
い
う
。

「
速
度
超
過
（
三
十
（
高
速
四
十
）
以
上
五
十
未
満
）
」
と
は
、
速
度
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
速
度
が
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
（
高

14
速
自
動
車
国
道
等
に
お
い
て
は
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
）
以
上
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
未
満
の
も
の
を
い
う
。

「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
大
型
等
十
割
以
上
）
」
と
は
、
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
積
載
物
の
重
量
の
制
限
を
超
え
る

15
積
載
を
し
て
運
転
す
る
行
為
（
以
下
「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
積
載
の
割
合
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の

も
の
（
大
型
自
動
車
等
（
法
別
表
第
二
に
規
定
す
る
大
型
自
動
車
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
運
転
す
る
場
合
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）

を
い
う
。
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「
携
帯
電
話
使
用
等
（
交
通
の
危
険
）
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
第
五
号
の
五
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
同
号
の
規
定
に
違
反
し
、
よ
つ

16
て
道
路
に
お
け
る
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
限
る
。
）
を
い
う
。

「
無
車
検
運
行
」
と
は
、
道
路
運
送
車
両
法
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

17

「
無
保
険
運
行
」
と
は
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
第
五
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

18

「
速
度
超
過
（
二
十
五
以
上
三
十
（
高
速
四
十
）
未
満
）
」
と
は
、
速
度
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
速
度
が
二
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時

19
以
上
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
（
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
い
て
は
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
）
未
満
の
も
の
を
い
う
。

「
放
置
駐
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所
等
）
」
と
は
、
法
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
九
条
の
三
第
三
項
、
第
四
十
九
条
の
四
又
は
第
七

20
十
五
条
の
八
第
一
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
（
法
第
四
十
九
条
の
三
第
三
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
に
つ
い
て
は
法

定
駐
停
車
禁
止
場
所
（
指
定
駐
車
場
所
を
除
く
。
）
に
お
け
る
行
為
に
限
り
、
法
第
四
十
九
条
の
四
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
に
つ

い
て
は
法
定
駐
停
車
禁
止
場
所
に
お
け
る
行
為
に
限
る
。
以
下
「
駐
停
車
禁
止
場
所
等
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
そ
の
行
為
が
車
両

を
離
れ
て
直
ち
に
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
す
る
行
為
（
以
下
「
放
置
行
為
」
と
い
う
。
）
に
該
当
す
る
と
き
の
も
の
又
は
そ
の
行

為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
放
置
行
為
を
し
た
と
き
の
も
の
を
い
う
。

「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
大
型
等
五
割
以
上
十
割
未
満
）
」
と
は
、
積
載
物
重
量
制
限
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
積
載
の
割
合
が
五
十

21
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
百
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
も
の
（
大
型
自
動
車
等
を
運
転
す
る
場
合
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。

「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
普
通
等
十
割
以
上
）
」
と
は
、
積
載
物
重
量
制
限
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
積
載
の
割
合
が
百
パ
ー
セ
ン
ト

22
以
上
の
も
の
（

に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

15

「
携
帯
電
話
使
用
等
（
保
持
）
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
第
五
号
の
五
の
規
定
に
違
反
し
て
同
号
の
無
線
通
話
装
置
を
同
号
の
通
話
の
た
め

23
に
使
用
し
、
又
は
自
動
車
若
し
く
は
原
動
機
付
自
転
車
に
持
ち
込
ま
れ
た
同
号
の
画
像
表
示
用
装
置
を
手
で
保
持
し
て
こ
れ
に
表
示
さ
れ
た
画

像
を
注
視
す
る
行
為
（

に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
を
い
う
。

16

「
保
管
場
所
法
違
反
（
道
路
使
用
）
」
と
は
、
自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第

24
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。
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「
警
察
官
現
場
指
示
違
反
」
と
は
、
法
第
四
条
第
一
項
後
段
に
規
定
す
る
警
察
官
の
現
場
に
お
け
る
指
示
に
従
わ
な
い
行
為
を
い
う
。

25

「
警
察
官
通
行
禁
止
制
限
違
反
」
と
は
、
法
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
警
察
官
の
禁
止
又
は
制
限
に
従
わ
な
い
行
為
を
い
う
。

26

「
信
号
無
視
」
と
は
、
法
第
七
条
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

27

「
通
行
禁
止
違
反
」
と
は
、
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

28

「
歩
行
者
用
道
路
徐
行
違
反
」
と
は
、
法
第
九
条
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

29

「
通
行
区
分
違
反
」
と
は
、
法
第
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
又
は
第
六
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

30

「
歩
行
者
側
方
安
全
間
隔
不
保
持
等
」
と
は
、
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

31

「
速
度
超
過
（
二
十
以
上
二
十
五
未
満
）
」
と
は
、
速
度
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
速
度
が
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
以
上
二
十
五
キ
ロ

32
メ
ー
ト
ル
毎
時
未
満
の
も
の
を
い
う
。

「
急
ブ
レ
ー
キ
禁
止
違
反
」
と
は
、
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

33

「
法
定
横
断
等
禁
止
違
反
」
と
は
、
法
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

34

「
高
速
自
動
車
国
道
等
車
間
距
離
不
保
持
」
と
は
、
法
第
二
十
六
条
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
（
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
け
る

35
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。

「
追
越
し
違
反
」
と
は
、
法
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

36

「
路
面
電
車
後
方
不
停
止
」
と
は
、
法
第
三
十
一
条
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

37

「
踏
切
不
停
止
等
」
と
は
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

38

「
遮
断
踏
切
立
入
り
」
と
は
、
法
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

39

「
優
先
道
路
通
行
車
妨
害
等
」
と
は
、
法
第
三
十
六
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

40

「
交
差
点
安
全
進
行
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

41

「
環
状
交
差
点
通
行
車
妨
害
等
」
と
は
、
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

42

「
環
状
交
差
点
安
全
進
行
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

43
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「
横
断
歩
行
者
等
妨
害
等
」
と
は
、
法
第
三
十
八
条
又
は
第
三
十
八
条
の
二
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

44

「
徐
行
場
所
違
反
」
と
は
、
法
第
四
十
二
条
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

45

「
指
定
場
所
一
時
不
停
止
等
」
と
は
、
法
第
四
十
三
条
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

46

「
駐
停
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所
等
）
」
と
は
、
駐
停
車
禁
止
場
所
等
違
反
行
為
の
う
ち
、

に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

47

20

「
放
置
駐
車
違
反
（
駐
車
禁
止
場
所
等
）
」
と
は
、
法
第
四
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
四
十
七
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、

48
第
四
十
八
条
、
第
四
十
九
条
の
三
第
三
項
又
は
第
四
十
九
条
の
四
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
（
法
第
四
十
九
条
の
三
第
三
項
又
は
第

四
十
九
条
の
四
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
に
つ
い
て
は
、
駐
停
車
禁
止
場
所
等
違
反
行
為
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、

そ
の
行
為
が
放
置
行
為
に
該
当
す
る
と
き
の
も
の
又
は
そ
の
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
放
置
行
為
を
し
た
と
き
の
も
の
を
い
う
。

「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
大
型
等
五
割
未
満
）
」
と
は
、
積
載
物
重
量
制
限
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
積
載
の
割
合
が
五
十
パ
ー
セ
ン

49
ト
未
満
の
も
の
（
大
型
自
動
車
等
を
運
転
す
る
場
合
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。

「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
普
通
等
五
割
以
上
十
割
未
満
）
」
と
は
、
積
載
物
重
量
制
限
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
積
載
の
割
合
が
五
十

50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
百
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
も
の
（

に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

21

「
整
備
不
良
（
制
動
装
置
等
）
」
と
は
、
法
第
六
十
二
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
制
動
装
置
、
か
じ
取
装
置
、
走
行
装
置
、
自
動
運
行

51
装
置
又
は
騒
音
防
止
装
置
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。

「
作
動
状
態
記
録
装
置
不
備
」
と
は
、
法
第
六
十
三
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

52

「
安
全
運
転
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

53

「
幼
児
等
通
行
妨
害
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
第
二
号
又
は
第
二
号
の
三
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

54

「
安
全
地
帯
徐
行
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
第
三
号
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

55

「
騒
音
運
転
等
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
第
五
号
の
三
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

56

「
消
音
器
不
備
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
の
二
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

57

「
大
型
自
動
二
輪
車
等
乗
車
方
法
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
の
四
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

58
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「
自
動
運
行
装
置
使
用
条
件
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
の
四
の
二
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

59

「
高
速
自
動
車
国
道
等
措
置
命
令
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
警
察
官
の
禁
止
、
制
限
又
は
命
令
に
従
わ
な
い
行
為

60
を
い
う
。

「
本
線
車
道
横
断
等
禁
止
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
五
条
の
五
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

61

「
高
速
自
動
車
国
道
等
運
転
者
遵
守
事
項
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
五
条
の
十
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
本
線
車
道
若
し
く
は
こ
れ
に
接

62
す
る
加
速
車
線
、
減
速
車
線
若
し
く
は
登
坂
車
線
に
お
い
て
当
該
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
場
合
又
は
当
該
自
動
車
に
積

載
し
て
い
る
物
を
当
該
高
速
自
動
車
国
道
等
に
転
落
さ
せ
、
若
し
く
は
飛
散
さ
せ
た
場
合
に
限
る
。
）
を
い
う
。

「
免
許
条
件
違
反
」
と
は
、
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
公
安
委
員
会
が
付
し
、
若
し
く
は
変
更
し
た
条
件
に
違
反
し
、
又
は
法
第
百
七

63
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
安
委
員
会
の
命
令
に
違
反
し
て
運
転
す
る
行
為
を
い
う
。

「
番
号
標
表
示
義
務
違
反
」
と
は
、
道
路
運
送
車
両
法
第
十
九
条
又
は
第
七
十
三
条
第
一
項
（
同
法
第
九
十
七
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準

64
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

「
保
管
場
所
法
違
反
（
長
時
間
駐
車
）
」
と
は
、
自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行

65
為
を
い
う
。

「
混
雑
緩
和
措
置
命
令
違
反
」
と
は
、
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
警
察
官
の
禁
止
、
制
限
又
は
命
令
に
従
わ
な
い
行
為
を
い
う
。

66

「
通
行
許
可
条
件
違
反
」
と
は
、
法
第
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
警
察
署
長
が
付
し
た
条
件
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

67

「
通
行
帯
違
反
」
と
は
、
法
第
二
十
条
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

68

「
路
線
バ
ス
等
優
先
通
行
帯
違
反
」
と
は
、
法
第
二
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

69

「
軌
道
敷
内
違
反
」
と
は
、
法
第
二
十
一
条
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

70

「
速
度
超
過
（
二
十
未
満
）
」
と
は
、
速
度
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
速
度
が
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
未
満
の
も
の
を
い
う
。

71

「
道
路
外
出
右
左
折
方
法
違
反
」
と
は
、
法
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

72

「
道
路
外
出
右
左
折
合
図
車
妨
害
」
と
は
、
法
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

73
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「
指
定
横
断
等
禁
止
違
反
」
と
は
、
法
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

74

「
車
間
距
離
不
保
持
」
と
は
、
法
第
二
十
六
条
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
（

に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

75

35

「
進
路
変
更
禁
止
違
反
」
と
は
、
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

76

「
追
い
付
か
れ
た
車
両
の
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
二
十
七
条
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

77

「
乗
合
自
動
車
発
進
妨
害
」
と
は
、
法
第
三
十
一
条
の
二
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

78

「
割
込
み
等
」
と
は
、
法
第
三
十
二
条
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

79

「
交
差
点
右
左
折
方
法
違
反
」
と
は
、
法
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い

80
う
。「

交
差
点
右
左
折
等
合
図
車
妨
害
」
と
は
、
法
第
三
十
四
条
第
六
項
（
法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

81
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

「
指
定
通
行
区
分
違
反
」
と
は
、
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

82

「
環
状
交
差
点
左
折
等
方
法
違
反
」
と
は
、
法
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

83

「
交
差
点
優
先
車
妨
害
」
と
は
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

84

「
緊
急
車
妨
害
等
」
と
は
、
法
第
四
十
条
又
は
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

85

「
駐
停
車
違
反
（
駐
車
禁
止
場
所
等
）
」
と
は
、
法
第
四
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
八
条
、
第
四
十
九
条

86
の
三
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
四
又
は
第
四
十
九
条
の
五
後
段
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
（
法
第
四
十
九
条
の
三

第
三
項
又
は
第
四
十
九
条
の
四
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
に
つ
い
て
は
、
駐
停
車
禁
止
場
所
等
違
反
行
為
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。

）
の
う
ち
、

に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

48

「
交
差
点
等
進
入
禁
止
違
反
」
と
は
、
法
第
五
十
条
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

87

「
無
灯
火
」
と
は
、
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

88

「
減
光
等
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
五
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

89



- 65 -

「
合
図
不
履
行
」
と
は
、
法
第
五
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

90

「
合
図
制
限
違
反
」
と
は
、
法
第
五
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

91

「
警
音
器
吹
鳴
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

92

「
乗
車
積
載
方
法
違
反
」
と
は
、
法
第
五
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

93

「
定
員
外
乗
車
」
と
は
、
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
乗
車
を
さ
せ
て
運
転
す
る
行
為
を
い
う
。

94

「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
普
通
等
五
割
未
満
）
」
と
は
、
積
載
物
重
量
制
限
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
積
載
の
割
合
が
五
十
パ
ー
セ
ン

95
ト
未
満
の
も
の
（

に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

49

「
積
載
物
大
き
さ
制
限
超
過
」
と
は
、
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
積
載
物
の
大
き
さ
の
制
限
を
超
え
る
積
載
を
し
て
運
転

96
す
る
行
為
を
い
う
。

「
積
載
方
法
制
限
超
過
」
と
は
、
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
積
載
物
の
積
載
の
方
法
の
制
限
を
超
え
る
積
載
を
し
て
運
転

97
す
る
行
為
を
い
う
。

「
制
限
外
許
可
条
件
違
反
」
と
は
、
法
第
五
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
警
察
署
長
が
付
し
た
条
件
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

98

「
牽
引
違
反
」
と
は
、
法
第
五
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

け
ん

99

「
原
付
牽
引
違
反
」
と
は
、
法
第
六
十
条
の
規
定
に
基
づ
く
公
安
委
員
会
の
定
め
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

け
ん

100

「
整
備
不
良
（
尾
灯
等
）
」
と
は
、
法
第
六
十
二
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（

に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

101

51

「
転
落
等
防
止
措
置
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
第
四
号
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

102

「
転
落
積
載
物
等
危
険
防
止
措
置
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
第
四
号
の
二
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

103

「
安
全
不
確
認
ド
ア
開
放
等
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
第
四
号
の
三
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

104

「
停
止
措
置
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
第
五
号
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

105

「
初
心
運
転
者
等
保
護
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
第
五
号
の
四
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

106

「
座
席
ベ
ル
ト
装
着
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行

107



- 66 -

為
（
座
席
ベ
ル
ト
を
装
着
し
な
い
者
を
運
転
者
席
の
横
の
乗
車
装
置
以
外
の
乗
車
装
置
に
乗
車
さ
せ
て
自
動
車
を
運
転
す
る
行
為
に
つ
い
て
は

、
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。

「
幼
児
用
補
助
装
置
使
用
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

108

「
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

109

「
初
心
運
転
者
標
識
表
示
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

110

「
聴
覚
障
害
者
標
識
表
示
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
の
六
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

111

「
最
低
速
度
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
五
条
の
四
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

112

「
本
線
車
道
通
行
車
妨
害
」
と
は
、
法
第
七
十
五
条
の
六
第
一
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

113

「
本
線
車
道
緊
急
車
妨
害
」
と
は
、
法
第
七
十
五
条
の
六
第
二
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

114

「
本
線
車
道
出
入
方
法
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
五
条
の
七
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

115

「
牽
引
自
動
車
本
線
車
道
通
行
帯
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
五
条
の
八
の
二
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為

け
ん

116
を
い
う
。

「
故
障
車
両
表
示
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
五
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

117

「
仮
免
許
練
習
標
識
表
示
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
八
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

118

「
運
転
殺
人
等
」
と
は
、
自
動
車
等
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
亡
さ
せ
又
は
建
造
物
を
損
壊
さ
せ
る
行
為
で
故
意
（
人
の
傷
害
に
係
る
も
の
を

119
含
む
。
）
に
よ
る
も
の
（
建
造
物
を
損
壊
さ
せ
る
行
為
に
あ
つ
て
は
、
当
該
行
為
に
よ
つ
て
人
が
死
亡
し
た
場
合
に
限
る
。
）
を
い
う
。

「
危
険
運
転
致
死
等
」
と
は
、
人
の
死
亡
に
係
る
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
か
ら
第

120
四
条
ま
で
の
罪
に
当
た
る
行
為
（
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
い
う
。

「
運
転
傷
害
等
（
治
療
期
間
三
月
以
上
又
は
後
遺
障
害
）
」
と
は
、
自
動
車
等
の
運
転
に
よ
り
人
を
負
傷
さ
せ
又
は
建
造
物
を
損
壊
さ
せ
る

121
行
為
で
故
意
（
人
の
殺
害
に
係
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
る
も
の
（
建
造
物
を
損
壊
さ
せ
る
行
為
に
あ
つ
て
は

、
当
該
行
為
に
よ
つ
て
人
が
負
傷
し
た
場
合
に
限
る
。

及
び

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
、
負
傷
者
の
治
療
期
間
（
負
傷
の
治
療
に
要
す

123

125
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る
期
間
（
負
傷
者
の
数
が
二
人
以
上
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
う
ち
最
も
負
傷
の
程
度
が
重
い
者
の
負
傷
の
治
療
に
要
す
る

期
間
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
三
月
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
負
傷
者
に
後
遺
障
害
（
負
傷
が
治
つ
た
と
き
（
そ
の
症
状
が
固
定
し
た
と
き

を
含
む
。
）
に
お
け
る
身
体
の
障
害
で
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
程
度
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
存
す
る
も
の
を
い
う
。

「
危
険
運
転
致
傷
等
（
治
療
期
間
三
月
以
上
又
は
後
遺
障
害
）
」
と
は
、
人
の
傷
害
（
治
療
期
間
が
三
月
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
後
遺
障
害

122
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の
罪

に
当
た
る
行
為
を
い
う
。

「
運
転
傷
害
等
（
治
療
期
間
三
十
日
以
上
）
」
と
は
、
自
動
車
等
の
運
転
に
よ
り
人
を
負
傷
さ
せ
又
は
建
造
物
を
損
壊
さ
せ
る
行
為
で
故
意

123
に
よ
る
も
の
の
う
ち
、
負
傷
者
の
治
療
期
間
が
三
十
日
以
上
三
月
未
満
で
あ
る
も
の
（
負
傷
者
に
後
遺
障
害
が
存
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い

う
。「

危
険
運
転
致
傷
等
（
治
療
期
間
三
十
日
以
上
）
」
と
は
、
人
の
傷
害
（
治
療
期
間
が
三
十
日
以
上
三
月
未
満
で
あ
る
も
の
（
後
遺
障
害
が

124
存
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
に
係
る
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
か
ら
第
四
条

ま
で
の
罪
に
当
た
る
行
為
を
い
う
。

「
運
転
傷
害
等
（
治
療
期
間
十
五
日
以
上
）
」
と
は
、
自
動
車
等
の
運
転
に
よ
り
人
を
負
傷
さ
せ
又
は
建
造
物
を
損
壊
さ
せ
る
行
為
で
故
意

125
に
よ
る
も
の
の
う
ち
、
負
傷
者
の
治
療
期
間
が
十
五
日
以
上
三
十
日
未
満
で
あ
る
も
の
（
負
傷
者
に
後
遺
障
害
が
存
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を

い
う
。

「
危
険
運
転
致
傷
等
（
治
療
期
間
十
五
日
以
上
）
」
と
は
、
人
の
傷
害
（
治
療
期
間
が
十
五
日
以
上
三
十
日
未
満
で
あ
る
も
の
（
後
遺
障
害

126
が
存
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
に
係
る
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
か
ら
第
四

条
ま
で
の
罪
に
当
た
る
行
為
を
い
う
。

「
運
転
傷
害
等
（
治
療
期
間
十
五
日
未
満
又
は
建
造
物
損
壊
）
」
と
は
、
自
動
車
等
の
運
転
に
よ
り
人
を
負
傷
さ
せ
又
は
建
造
物
を
損
壊
さ

127
せ
る
行
為
で
故
意
に
よ
る
も
の
の
う
ち
、

、

及
び

に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

121

123

125

「
危
険
運
転
致
傷
等
（
治
療
期
間
十
五
日
未
満
）
」
と
は
、
人
の
傷
害
（
治
療
期
間
が
十
五
日
未
満
で
あ
る
も
の
（
後
遺
障
害
が
存
す
る
も

128
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の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
に
係
る
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の
罪

に
当
た
る
行
為
を
い
う
。

「
酒
酔
い
運
転
」
と
は
、
法
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号
の
罪
に
当
た
る
行
為
（
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
を
い

129
う
。「

麻
薬
等
運
転
」
と
は
、
法
第
百
十
七
条
の
二
第
三
号
の
罪
に
当
た
る
行
為
（
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
を
い

130
う
。「

妨
害
運
転
（
著
し
い
交
通
の
危
険
）
」
と
は
、
法
第
百
十
七
条
の
二
第
六
号
の
罪
に
当
た
る
行
為
（
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
行
わ
れ
た

131
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。

「
救
護
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
百
十
七
条
の
罪
に
当
た
る
行
為
（
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。

132

別
表
第
三
（
第
三
十
三
条
の
二
、
第
三
十
七
条
の
八
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
条
関
係
）

一

一
般
違
反
行
為
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
処
分
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
一
般
違
反
行
為
に
係
る
累
積
点
数
の
区
分

第

一

欄

第

二

欄

第

三

欄

第

四

欄

第

五

欄

第

六

欄

第

七

欄

前

歴

が

な

い

四

十

五

点

四

十

点

か

ら

四

三

十

五

点

か

ら

二

十

五

点

か

十

五

点

か

ら

二

六

点

か

ら

十

者

以

上

十

四

点

ま

で

三

十

九

点

ま

で

ら

三

十

四

点

十

四

点

ま

で

四

点

ま

で

ま

で

前

歴

が

一

回

四

十

点

以

三

十

五

点

か

ら

三

十

点

か

ら

三

二

十

点

か

ら

十

点

か

ら

十

九

四

点

か

ら

九

で

あ

る

者

上

三

十

九

点

ま

で

十

四

点

ま

で

二

十

九

点

ま

点

ま

で

点

ま

で

で

前

歴

が

二

回

三

十

五

点

三

十

点

か

ら

三

二

十

五

点

か

ら

十

五

点

か

ら

五

点

か

ら

十

四

二

点

か

ら

四

で

あ

る

者

以

上

十

四

点

ま

で

二

十

九

点

ま

で

二

十

四

点

ま

点

ま

で

点

ま

で
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で

前

歴

が

三

回

三

十

点

以

二

十

五

点

か

ら

二

十

点

か

ら

二

十

点

か

ら

十

四

点

か

ら

九

点

二

点

又

は

三

以

上

で

あ

る

上

二

十

九

点

ま

で

十

四

点

ま

で

九

点

ま

で

ま

で

点

者二

（
略
）

備
考

（
略
）

別
表
第
四
（
第
三
十
三
条
の
二
、
第
三
十
三
条
の
七
、
第
三
十
四
条
の
三
、
第
三
十
七
条
の
八
、
第
三
十
八
条
、
第
三
十
九
条
の
三
関
係
）

一

重
大
違
反
唆
し
等
で
第
三
十
三
条
の
二
の
三
第
四
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
行
為
に
係
る
も
の

二

重
大
違
反
唆
し
等
で
別
表
第
二
の
一
の
表
に
定
め
る
点
数
が
二
十
五
点
で
あ
る
一
般
違
反
行
為
に
係
る
も
の

三

重
大
違
反
唆
し
等
で
別
表
第
二
の
一
の
表
に
定
め
る
点
数
が
十
五
点
か
ら
十
九
点
ま
で
で
あ
る
一
般
違
反
行
為
に
係
る
も
の
、
人
の
死
亡
に
係
る

道
路
外
致
死
傷
（
別
表
第
五
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
人
の
傷
害
に
係
る
道
路
外
致
死
傷
（
治
療
期
間
が
三
月
以
上
で
あ
る
も
の
又

は
後
遺
障
害
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
専
ら
当
該
行
為
を
し
た
者
の
不
注
意
に
よ
る
も
の

四

重
大
違
反
唆
し
等
で
別
表
第
二
の
一
の
表
に
定
め
る
点
数
が
六
点
か
ら
十
四
点
ま
で
で
あ
る
一
般
違
反
行
為
に
係
る
も
の
又
は
人
の
傷
害
（
治
療

期
間
が
十
五
日
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
後
遺
障
害
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
道
路
外
致
死
傷
（
前
号
及
び
別
表
第
五
第
二
号
か
ら
第
四
号

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

別
表
第
五
（
第
三
十
三
条
の
二
、
第
三
十
三
条
の
七
、
第
三
十
七
条
の
八
、
第
三
十
八
条
、
第
三
十
九
条
の
三
関
係
）

一

人
の
死
亡
に
係
る
道
路
外
致
死
傷
で
故
意
（
人
の
傷
害
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
に
よ
る
も
の
又
は
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行

為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の
罪
に
当
た
る
も
の

二

人
の
傷
害
（
治
療
期
間
が
三
月
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
後
遺
障
害
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
道
路
外
致
死
傷
で
故
意
（
人
の
殺
害
に
係
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る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
る
も
の
又
は
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第

二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の
罪
に
当
た
る
も
の

三

人
の
傷
害
（
治
療
期
間
が
三
十
日
以
上
三
月
未
満
で
あ
る
も
の
に
限
り
、
後
遺
障
害
が
存
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
道
路
外
致
死
傷
で
故
意

に
よ
る
も
の
又
は
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の
罪
に
当
た
る
も
の

四

人
の
傷
害
（
治
療
期
間
が
三
十
日
未
満
で
あ
る
も
の
に
限
り
、
後
遺
障
害
が
存
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
道
路
外
致
死
傷
で
故
意
に
よ
る
も

の
又
は
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の
罪
に
当
た
る
も
の


